
１－１ １.つり合いのとれた図形を調べよう （１／８） Ｐ８～Ｐ１１  

 
目標   ・線対称と対応する辺と角について理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント              

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．（２０分） 
 →ワークシート 
  ※教科書の付録を使

うのもよい。 
４．（４０分） 
 →ワークシート 
 
 
５．（４５分） 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.9１の問題を解く。 
  
 
 
４．p.10２の問題を解く。 
  
 
  
５．本時の学習のまとめをする。 
 

図形の特ちょうを見つけよう。 
 

 一本の直線（対称の軸）を折り目にしてぴったり重なる

図形を線対称な図形という。線対称な図形では対応する辺

の長さや角の大きさは等しく、対称の軸で分けた２つの図

形は合同な形となる。 

・「対応する」など、意味が捉えづらい言葉については、「ぴったり重なる」など、伝わる言葉で理

解を促します。 
 

・巻末付録を使い、自分で操作をさせることで対称の軸を見つけられるようにしましょう。 
 



 
１－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

一本の直線（対称の軸）を折り目にしてぴったり重

なる図形を線対称な図形という。線対称な図形で

は対応する辺の長さや角の大きさは等しく、対称

の軸で分けた２つの図形は合同な形となる。 

図形の特ちょうを見つけよう。 
 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

① 

月  日( ) 時間目 名前 

p.9１  

②上の図に直接かきましょう。 

③ 

p.9１  

④ 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

図形の特ちょうを見つけよう。 
 

一本の直線（対称の軸）を折り目にしてぴったり重なる図形を線対称な図形という。線対称な

図形では対応する辺の長さや角の大きさは等しく、対称の軸で分けた２つの図形は合同な形と

なる。 

①ぴったり重なる 

p.9１  

②上の図に直接かきましょう。 略 

③二つ折りしたときに重なる辺の長さや角の大きさ 

p.9１  

④例 

辺の長さも角の大きさも等しくなっている。 

 角Ｂ＝角Ｆ 辺ＡＢ＝辺ＡＦ 



１－２ １.つり合いのとれた図形を調べよう （２／８） Ｐ１１～Ｐ１２  

 
目標   ・線対称な図形の性質ついて理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                   

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（５分） 
  
 
 
 
２．（１５分） 
→ワークシート 
 
 
 
 

３．（２５分） 
 →ワークシート 
 穴埋めのまとめにする

ことで、本時の学習の要

点を言葉でも考えさせ

たい。 
 
４．（４５分） 
 →ワークシート 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
   
２．p.11３の問題を解く。 
 ①対応する２つの直線を結ぶ直線ＢＦは、対称の軸アイと、どのよ

うに交わっていますか。 
  ・垂直に交わっている 
 ②直線ＢＧと直線ＦＧの長さを調べましょう。 
  ・〇ｃｍで、両方とも同じ。 
  ・他の対応する辺の長さも同じ。 
 
３．学習のまとめをする。 
  
 
  
 
 
４．練習問題を解く。 
  p.12 の△１、△２の問題を解きましょう。 
 

線対称な図形の性質をくわしく調べよう。 
 

 線対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ直線は、対

称の軸と垂直に交わる。また、この交わる点から対応する

２つの点までの長さは等しくなっている。 
 

・難しい語句を簡単な言葉で表しながら、児童が実際に測定することで線対称の性質を見つけられ

るようにしましょう。 

・練習問題では、身に付けた性質を活用して問題に取り組めるように促しましょう。 



 
１－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

線対称な図形の性質をくわしく調べよう。 
 

線対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ直線は、対

称の軸と（ 垂直 ）に交わる。また、この交わる点から

対応する２つの点までの長さは( 等しく )なっている。 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問題３ 対称の軸と、対応する２つの点にはどのような関係があるか。 

① 

② 

△１ 

① 

② 

③ 

④ 

△２ 

① 

② 

③ 

月  日( ) 時間目 名前 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

線対称な図形の性質をくわしく調べよう。 

線対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ直線は、対称の軸と（ 垂直 ）に交わ

る。また、この交わる点から対応する２つの点までの長さは( 等しく )なっている。 

問題３ 対称の軸と、対応する２つの点にはどのような関係があるか。 

①垂直に交わっている 

②ともに〇ｃｍで等しい 

△１ 

①３．５ｃｍ 

②３６° 

③直線ＢＦ＝直線ＥＦ 直線ＤＧ＝ 

④ 

△２ 

①対応する点と点の間の長さが等しい点を結ぶ 

②垂直に交わっている 

③ 

月  日( ) 時間目 名前 解答 



２－１ １.つり合いのとれた図形を調べよう （３／８） Ｐ１３～Ｐ１３  

 
目標   ・線対称な図形のかき方を理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント  

 
 

１．（５分） 
  
 
 
 
２．（１５分） 
→ワークシート 
 
 
 
 

３．（２５分） 
 →ワークシート 
 
 
４．（４５分） 
 →ワークシート 
  教科書の図の方が長

さが正確なので、教科

書に直接書きこませ

てもよい。 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
   
２.．p.11４の問題を解く。 
 ①直線アイが対称の軸になるように、線対称な図形をかきましょう。 
  ・対応する点は対称の軸から垂直で同じ長さの点を見つける。 
  ・対応する角の大きさはは等しい。 
 
 
３．学習のまとめをする。 
  
 
  
 
４．練習問題を解く。 
  p.1３の△３、△４の問題を解きましょう。 
 
 

線対称な図形のかき方を知ろう。 
 

 線対称な図形は、対称の軸と対応する点の関係を使って

かくことができる。 

・対応する点の見つけ方を丁寧に身に付けさせることで、作図が苦手な児童も見通しをもって取り

組めるようになります。 
 

・できるだけ正確に作図ができるように声掛けをしましょう。 



 
 

２－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

線対称な図形のかき方を知ろう。 

 線対称な図形は、対称の軸と対応する

点の関係を使ってかくことができる。 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問題３ ①下の図で直線アイが対称の軸になるように、線対称な図形をかきましょう 

△３ 

 

△４ 

月  日( ) 時間目 名前 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

線対称な図形のかき方を知ろう。 
 

 線対称な図形は、対称の軸と対応する点の関係を使っ

てかくことができる。 

問題３ ①下の図で直線アイが対称の軸になるように、線対称な図形をかきましょう 

△３ 

 

△４ 

略 

月  日( ) 時間目 名前 解答 



２－２ １.つり合いのとれた図形を調べよう （４／８） Ｐ１４～Ｐ１６ 

 
目標   ・点対称な図形について理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント        

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（５分） 
  
 
 
２．（１５分） 
→教科書 p.14 と巻末付

録 p.279 を使い、実際

に操作させる。 
 
 
 
 

３．（２０分） 
 →ワークシート 
 
 
４．（３５分） 
 →ワークシート 
  教科書の図の方が長

さが正確なので、教科

書に直接書きこませ

てもよい。 
５．(４５分) 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
   
２．p.14１の問題に取り組む。 
  
 
 
  ①p.279 の図形を切り取り、どんなときにぴったりと重なるかた

しかめよう。 
  ・１８０°回転させると重なる。 
   
３．点対称についてまとめる。 
  
 
  
 
４．p.15２の問題に取り組む。 
  点対称な図形にはどんな特ちょうがあるか、調べよう。 
  ・線対称と一緒で、対応する角の大きさや辺の長さは等しい。 
  ・点と対応する点を対称の中心で結んだ直線で２つの図形に分け

ると、合同な形ができる。 
５．練習問題を解く。 
  p.16△１の問題を解きましょう。 

線対称ではない、対称な図形について知ろう。 
 

 １８０°回転させて、もとの図形にぴったり重なる図形

を点対称な図形という。この中心になる点を対称の中心と

いう。 

・線対称とは違い、点対称は回転をさせることが必要になります。図形が苦手な児童にとっては、

頭の中で想像することが困難なので、その場合には具体物を用意します。 
 

・角や辺に赤・青等色分けをすることで、対応する角や辺が見やすくなります。 



 
 

２－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

線対称ではない、対称な図形について知ろう。 

 １８０°回転させて、もとの図形にぴった

り重なる図形を点対称な図形という。この中

心になる点を対称の中心という。 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

△１ 

① 

 

② 

③ 

④ 

月  日( ) 時間目 名前 

２ 
①対応する角の大きさや辺の長さは、それ

ぞれどうなっていますか。 

 

 
②点Ａと点Ｄを結んでできた２つの図形

は、どんな関係になっていますか。 

 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

線対称ではない、対称な図形について知ろう 

１８０°回転させて、もとの図形にぴったり重なる図形を点対称

な図形という。この中心になる点を対称の中心という。 

△１ 

①辺ＡＢ＝辺ＤＥ(ＥＤ)  

辺ＥＦ＝辺ＢＣ(ＣＢ) 

②３．５ｃｍ 

③３５° 

④８０° 

２ 
①対応する角の大きさや辺の長さは、それ

ぞれどうなっていますか。 

 等しくなっている。 

 
②点Ａと点Ｄを結んでできた２つの図形

は、どんな関係になっていますか。 

合同の関係になっている。 



３－１ １.つり合いのとれた図形を調べよう （５／８） Ｐ１６～Ｐ１７ 

 
目標   ・点対称な図形の性質について理解する。（知識、技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                 

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（５分） 
  
 
 
２．（２０分） 
→ワークシート 
 

 
３．（２５分） 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．（４５分） 
 →ワークシート 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
   
２．点対称な図形の性質について調べる。 
  p.16３の問題に取り組もう。 
   
   
３．点対称についてまとめる。 
  
 
  
 
 
４．練習問題を解く。 
  △２、△３の問題に取り組もう。 
 

点対称な図形の性質について調べよう。 
 

 点対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ直線は、対

称の中心を通る。また、対称の中心から対応する２つの点

までの長さは等しくなっている。 

・対称の中心と対応する点の位置の関係について確実に理解できるように支援しましょう。 

・実際に測定をして、対称の中心からの対応する点までの長さは等しくなることを感じさせましょ

う。 



 
３－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

点対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ直線

は、対称の中心を通る。また、対称の中心から対

応する２つの点までの長さは等しくなっている。 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

△３ 

線対称 ： 点対称 

 

月  日( ) 時間目 名前 

△２ 

３※長さなどを測る時は、教科書の図形を測りましょう。 

① 

② 

③ 

④ 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

点対称な図形の性質について調べよう。 

点対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ直線は、対称の中心を通る。

また、対称の中心から対応する２つの点までの長さは等しくなっている。 

△３ 

線対称 ： 点対称 
北海道上士幌町    風車 
飛行機        卍 
ハンガー       雪の結晶 
雪の結晶 

３※長さなどを測る時は、教科書の図形を測りましょう。 

①点Ｏ（対称の中心） 

②等しい。 

③同じようになっている。 

④同じようになっている。 

△２ 



３－２ １.つり合いのとれた図形を調べよう （６／８） Ｐ１８～Ｐ１８  

 
目標   ・点対称な図形のかき方を理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント               

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（５分） 
  
 
 
２．（１５分） 
→ワークシート 
 もしくは教科書 

 
３．（２５分） 
 
 
 
４．（３５分） 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(４０分) 
→ワークシート 

 
６．(４５分) 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
   
２.．p.18４の問題を解く。 
  
 
３．点対称な図形のかき方について、感じたことを伝え合う。 
  どうすれば、点対称な図形をかくことができましたか。 
  ・対応する点を見つけるために、対称の中心との関係を使った。 
  ・対称の中心と対応する点を結び、対応する点をかいた。 
 
４．学習のまとめをする。 
  
 
  
 
５．練習問題を解く。 
  p.18 の△４の問題を解きましょう。 
 
６．自分で問題をつくり、点対称な図形をかく。 

点対称な図形のかき方を知ろう。 
 

 点対称な図形は、対称の中心と対応する点の関係を使っ

てかくことができる。 

・点対称の対応する点を見つける際に、線対称と勘違いをしてしまう児童がいます。線対称は対称

の軸、点対称は対称の中心ということをおさえましょう。 

・対称の中心までの長さを求め、そこから対応する点を㎡付けられるようにしましょう。 



 
 

３－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 p.18３ ①下の図で点Ｏが対称の中心になるよ

うに、点対称な図形をかきましょう。 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問題３ ①下の図で点Ｏが対称の中心になるように、点対称な図形をかきましょう 

△４ 

 

自分 

月  日( ) 時間目 名前 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

点対称な図形のかき方を知ろう。 

点対称な図形は、対称の中心と対応する点の関係を使

ってかくことができる。 

p.18３ ①下の図で点Ｏが対称の中心になるように、点対称な図形をかきましょう 

自分 △４ 

 



４－１ １.つり合いのとれた図形を調べよう （７／８） Ｐ１９～Ｐ２０  

 
目標   ・これまでに学習してきた図形を活用して、線対称か点対称か考える。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（５分） 
  
 
 
２．（２５分） 
→ワークシート 

 
 
 
 
 
 
 
６．(４５分) 
 →ワークシート 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
   
２．四角形についてまとめる。 
  p.19①～⑤の問題を解こう。 
 
 
 
 
 
 
 
３． 三角形についてまとめる。 
  p.20⑥～⑦の問題を解こう。 

これまでに学習してきたいろいろな形が線対称な形か点

対称な形かを調べよう。 

・これまでに学習してきた図形の特ちょうが、新しい知識と結び付けられるように促してください。 

・ワークシートの図が小さくて書きにくい場合には、直接教科書に書きこませる等、工夫をしてく

ださい。 



 
 

４－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

ひし形は 2 本の対角線が対称の軸になっている。 

長方形は辺の真ん中を通る直線が対称の軸。 

正方形の対称の軸は、その両方で、4 本になっている。 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①線対称な図形に対称の軸をかきましょう。 

 ②点対称な図形に対称の中心をかきましょう。 
 ③線対称な図形で、対角線が対称の軸になっているのはどれですか。        
   

また、そうでない四角形はどれですか。                           
 ④上の表や図を見て、気づいたことを書きましょう。 
 
 
 
 ⑤台形について、調べよう 

(対称の軸、対称の中心があれば 
  書きこみましょう) 
 
 
 
 
①線対称な図形はどれですか。 
 対称の軸をすべてかきましょう。                
⑦点対称な図形はありますか。 
                                

 線対称 対称の軸の数 点対称 

平行四辺形    

ひし形    

長方形    

正方形    

 

問題 四角形についてまとめよう。 

 

月  日( ) 時間目 名前 

問題 三角形についてまとめよう。 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①線対称な図形に対称の軸をかきましょう。 

 ②点対称な図形に対称の中心をかきましょう。 
 ③線対称な図形で、対角線が対称の軸になっているのはどれですか。  ひし形  
   

また、そうでない四角形はどれですか。              長方形   
 ④上の表や図を見て、気づいたことを書きましょう。 
 
 
 
 ⑤台形について、調べよう 
  (対称の軸、対称の中心があれば 
  書きこみましょう) 
 
 
 
 
①線対称な図形はどれですか。 
 また、対称の軸をすべてかきましょう。二等辺三角形・正三角形  
⑦点対称な図形はありますか。 
                       ありません    

 線対称 対称の軸の数 点対称 

平行四辺形 × ０ 〇 

ひし形 〇 ２ 〇 

長方形 〇 ２ 〇 

正方形 〇 ４ 〇 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

これまでに学習してきたいろいろな形が線対称な形か点対称な形かを調べよう。 
 

p.19 四角形についてまとめよう。 

自由に書かせる 

p.20 三角形についてまとめよう。 



      ４－２ １.つり合いのとれた図形を調べよう （８／８） Ｐ２０～Ｐ２３  

 
目標   ・これまでに学習してきた図形を活用して、線対称か点対称か考える。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント              

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（５分） 
  
 
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
４．(４５分) 
 →教科書 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
   
２．多角形についてまとめる。 
  表をまとめ、⑧～⑩の問題を解こう。 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑪の円についても、線対称・点対称の考えから確かめる。 
 
３． 学習内容をまとめる。 
 
 
 
４．P22 のたしかめようの問題に取り組む。 
 
 

これまでに学習してきたいろいろな形が線対称な形か点

対称な形かを調べよう。 

・四角形、三角形でまとめたことを生かして、取り組ませましょう。 

・多角形では対称の軸の数が増えていきます。いろいろな視点から考えられるように促しましょう。 

対称の軸と対称の中心を見つけることで、様々な形を仲間

分けすることができる。 



 
 

４－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧線対称な図形に対称の軸をかきましょう。 
⑨点対称な図形に対称の中心をかきましょう。 

 ⑩上の表や図を見て、気づいたことを書きましょう。 
 
 
 
  
 ⑪円の形は線対称でしょうか。点対称でしょうか。どうしてそう思ったのか、理由もかきましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 線対称 対称の軸の数 点対称 

正三角形 〇 ３ × 

正方形    

正五角形    

正六角形    

正七角形    

正八角形    

 

問題 多角形についてまとめよう。 

 

月  日( ) 時間目 名前 

 

 



 
 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧線対称な図形に対称の軸をかきましょう。 
⑨点対称な図形に対称の中心をかきましょう。 

 ⑩上の表や図を見て、気づいたことを書きましょう。 
 
 
 
  
 ⑪円の形は線対称でしょうか。点対称でしょうか。どうしてそう思ったのか、理由もかきましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 線対称 対称の軸の数 点対称 

正三角形 〇 ３ × 

正方形 〇 ４ 〇 

正五角形 〇 ５ × 

正六角形 〇 ６ 〇 

正七角形 〇 ７ × 

正八角形 〇 ８ 〇 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

これまでに学習してきたいろいろな形が線対称な形か点対称な形かを調べよう。 

問題 多角形についてまとめよう。 

自由に書かせましょう。(対称の軸の数にふれましょう) 

例：円の形は対称の軸が無数にあるので線対称。そし

て、対称の中心があるので点対称でもある。 

対称の軸と対称の中心を見つけることで、様々な形を仲間分けすることができる。 



５－１ ２.数量やその関係を式に表そう（１／２） Ｐ２５～Ｐ２８  

 
目標   ・ＸやＹを使った式を考えることができる。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
 
 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
４．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
 
５．(４０) 
 →ワークシート 
 
 
６．(４５分) 
 →ノートや黒板上で。 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
   縦の長さは５㎝、横の長さはいろいろな数字に変わります。 
  ・今までは□を使って表していた。 
 
３．□の代わりにＸを用いることを伝える。 
 これまでは□を使っていましたが、これからはＸを使って表します。 
 p.27 の③、④の問題を解きましょう。 
 
４．円の直径と円周の長さの関係を表す式から、Ｘ以外にもＹの記号

が使えることを伝える。 
   円の直径は、数字が変化するのでＸで表します。円周の長さは、

それによってどう変わるでしょう。 
   ・３．１４ずつ増えていく。  

・Ｘの数が変わると、Ｙも変わる。 
   p.28 の②、③、④の問題を解きましょう。 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
６．p.28△２の練習問題を解く。 

場面を式に表し、かんたんな式にしよう。 

・□からＸに代わることを伝え、中学校でも活用していくことを意識させましょう。 
・X とＹのかき方の指導も行いましょう。 

・文字を使うと便利に表せることを感じさせましょう。 
 

ＸやＹなどの文字を使うと、数量の関係を１つの式にまと

めて表すことができる。 



 
５－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

問題１ 長方形の面積を表す式を考えよう。 

③ 
 

月  日( ) 時間目 名前 

 

④式 

答え 

５×   

と表すことがで

きる。 

問題２ 円の直径と円周の長さの関係を表す式を考えよう。 

 

④式 

答え 

  ×  ＝ 

と表すことがで

きる。 

  

② 

 
③式 

答え 

 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

場面を式に表し、かんたんな式にしよう。 

問題１ 長方形の面積を表す式を考えよう。 

③Ｘ＝２６のとき １３０㎠ 
Ｘ＝２７のとき １３５㎠ 
Ｘ＝２８のとき １４０㎠ 

10 
 
15 
 
20 
 
25 

④式 ５×7.5 

答え 37.5 ㎠ 

５×Ｘ  

と表すことがで

きる。 

問題２ 円の直径と円周の長さの関係を表す式を考えよう。 

 

④式Ｘ×3.14＝47.1 

答え １５㎝ 

Ｘ×3.14＝Ｙ 

と表すことがで

きる。 

１ 
 
２ 
 
３ 

3.14 
 
6.28 
 
9.42 

②Ｘ＝１０のとき Ｙ＝31.4 ㎠ 
Ｘ＝１５のとき Ｙ＝47.1 ㎠ 
Ｘ＝２０のとき Ｙ＝62.8 ㎠ 

③式２.５×3.14 

答え 7.85 ㎠ 

ＸやＹなどの文字を使うと、数量の関係を１つの式にまとめて表すことができる。 
 



５－２ ２.数量やその関係を式に表そう（２／２） Ｐ２９～Ｐ３２  

 
目標   ・いろいろな場面をＸやＹを使った式に表すことができる。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
４．(２５分) 
 →ワークシート 
 
５．(３５) 
 →ワークシート 
 
 
６．(３８分) 
 →ワークシート 
７．（４５） 
 →ノートや黒板、または

宿題などで。 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３． P.29３の問題に取り組む。 
  こうた、しほ、あみ、あると、みさきの 5 人の人の考えを 

（１）～（４）の式にあてはめましょう。 
 
４．p.30４の問題に取り組む。  
   ①、②を解きましょう。 
    
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
６．p.30△４の練習問題を解く。 
 
７．p.32 たしかめようの問題を解く。 

いろいろな場面の式の表し方を考えよう。 

・文字を使った式に慣れることができるよう、重ねて指導をしていきましょう。 
 

・Ｘ＝〇、Ｙ＝〇といったかき方に慣れさせましょう。 

ＸやＹを使うと、様々な場面を式で表すことができる。 



 
５－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.29３ 数量の関係が次の式で表される場面は、どれでしょうか。 

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.30 辺ＢＣを底辺としたとき、高さは８㎝です。面積は３２㎠です。 
４  辺ＢＣの長さは何㎠ですか。 

 

②答え 

△４ 

式 

答え 

①辺ＢＣの長さをⅹ㎝とすると、どんな式になるか。 

式 

 

   

  



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

いろいろな場面の式の表し方を考えよう。 
 

p.29３ 数量の関係が次の式で表される場面は、どれでしょうか。 

 

p.30 辺ＢＣを底辺としたとき、高さは８㎝です。面積は３２㎠です。 
４  辺ＢＣの長さは何㎠ですか。 

 

②答え ４㎝ 

△４ 

式 Ｘ×３＝１２０ 

  Ｘ＝１２０÷３＝４０ 

答え 時速４０㎞ 

①辺ＢＣの長さをⅹ㎝とすると、どんな式になるか。 

式 Ｘ×８＝３２ 

ＸやＹを使うと、様々な場面を式で表すことができる。 

（１） （４） （３） 

（3）」 （２） 



６－１ ３.分数のかけ算を考えよう（１／８） Ｐ３５～Ｐ３７ 

 
目標   ・分数×整数の仕方について考えることができる。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
４．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(３０) 
 →ワークシート 
 
 
６．(３５分) 
 →ワークシート 
７．（４５分） 
 →ワークシート 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３． P.35１の問題に取り組む。 
  どうやって解くことができるだろう。 
  ・１㎗で３／７、２㎗だとその２倍。 
  ・３／７が２つあるということは３／７＋３／７． 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
５．p.36△１の練習問題を解く。 
 
６．p.37２の問題に取り組む。 
  この問題では、あることをすることで、計算が簡単になります。 
  ・計算の途中で約分ができる。 
 
７．p.37△２、△３の問題を解く。 

分数×整数の計算のしかたについて考えよう。 

・分子と整数をかけるだけで、計算ができることを身に付けさせましょう。 
・途中式の約分は、数字が大きくなると必要不可欠です。 

・分数×整数の計算のしかたを考えるときに、どうしてそうなるのかを考えられるように促しまし

ょう。 

分数に整数をかける計算は、分母はそのまま 
にして、分子にその整数をかける。 



 
６－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.35１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

① p.36△１ 

 

式 

その式にした理由 

② ③ ④ 

p.37２  

式 

答え 

p.37△２ ① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

p.37△３ ６ｍのとき      ９ｍのとき      



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
   

月  日( ) 時間目 名前 解答 

分数×整数の計算のしかたについて考えよう。 
 

p.35１  

 

①6/7 p.36△１ 

分数に整数をかける計算は、分母はそのまま 
にして、分子にその整数をかける。 

式 ３／７ ×２ 

その式にした理由 
略 

②12/13 ③15／2 ④5/7 

p.37２  

式 5/18×３ 

答え ５／６ 

p.37△２ 
①2/3 ②7/2 ③3/4 ④14/3 

⑤27/4 ⑥5 ⑦18 ⑧12 

p.37△３ ６ｍのとき  5/3kg ９ｍのとき  5/2kg  



６－２ ３.分数のかけ算を考えよう（２／８） Ｐ３８～Ｐ３９ 

 
目標   ・分数×整数の仕方について考えることができる。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１２分) 
 →ワークシート 
 
 
 
４．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
 
５．(３０) 
 →ワークシート 
 
 
６．(４５分) 
 →ワークシート 
  

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３． P.38３の問題に取り組む。 
  どうやって解くことができるだろう。 
  ・２dL で４／５㎡ぬれる。１dL はもとの半分。 
  ・４／５の大きさの半分は、２／５． 
 
４．p.39４の問題に取り組む。 
  ４／５÷２のときは、半分なので２／５で解けました。では、 
  ４／５÷３ではどうでしょうか。 
  ・割りきれない。どうしたらいいのだろう。 
  ・分数は分母と分子に同じ数をかけても大きさは変わらないから、

それを使ってみるといいのでは。 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
６．p.39△4 の問題を解く。 
  

分数÷整数の計算のしかたについて考えよう。 

・分数÷整数になると、児童はなかなかその意味を考えることが難しくなります。数直線や図も活

用しましょう。 
・なぜ分母でかけ算をするのか、丁寧に解説しましょう。 

・数直線や図を活用して児童が説明する活動をすると、学びが深まります。 

分数を整数でわる計算は、分子はそのまま 
にして、分母にその整数をかける。 
 



 
６－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.38３  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

式 

その式にした理由 

p.39△4 ① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

p.38４  



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
略 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

分数÷整数の計算のしかたについて考えよう。 
 

p.38３  

 

分数を整数でわる計算は、分子はそのまま 
にして、分母にその整数をかける。 

式 ４／５÷２ 

その式にした理由 
略 

p.39△4 
①2/15 ②3/28 ③6/21 ④1/6 

⑤4/27 ⑥3/50 ⑦3/22 ⑧1/12 

p.38４  



７－１ ３.分数のかけ算を考えよう（３／８） Ｐ４０～Ｐ４０ 

 
目標   ・分数×整数の仕方について考えることができる。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（３５分） 
→ワークシート 
 

３．（４５分） 

１．学習のめあてを伝える 
 
 
２． p.40 練習に取り組む。 
 
 
３．答え合わせをする。 
  （全員が終わってから一斉にする、終わった順に丸付けをするな

ど、実態に合わせて行う。早く終わった児童には、つまずいて

いる児童へアドバイスをさせるとよい。） 
 

分数×整数、分数÷整数の計算のしかたを身に付けよう 

・復習が必要な場合には、事前に指導しましょう。 
・どの問題につまずきがあるか、取り組んでいる様子をよく見て声掛けをしましょう。 

・数直線や図を活用して児童が説明する活動をすると、学びが深まります。 



 
７－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 

 

月  日( ) 時間目 名前 

p.40△1 ① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

①式 

答え 

p.40△2 ②式 

答え 

p.40△3 ① 

② 

③ 

p.40△4 
あてはまる方に〇をしましょう。 

比例している  ・比例していない 

どうしてそう考えたのか 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

分数×整数、分数÷整数の計算のしかたを身に付けよう 
 

p.40△1 
①2/5 ②24/7 ③15/2 ④7 

⑤33/4 ⑥34 ⑦1/5 ⑧7/81 

⑨16/35 ⑩1/14 ⑪4/11 ⑫3/10 

①式 9/2÷３ 

答え 3/2 

p.40△2 ②式 3/2×９ 

答え 27/2 

p.40△3 ①４  ８ 

②４の倍数 

③６ 

p.40△4 
あてはまる方に〇をしましょう。 

比例している  ・比例していない 

どうしてそう考えたのか 
使うペンキの量が２倍、３倍…になると、 
ぬれる面積も２倍、３倍…になるから。 



７－２ ３.分数のかけ算を考えよう（４／８） Ｐ４１～Ｐ４４ 

 
目標   ・分数×分数の仕方について考えることができる。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(４５) 
 →ワークシート 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.41１の問題に取り組む。 
  どうやって解くことができるだろう。 
  ・整数の時は分子に整数をかけた。分母はどうしたらいいか。 
  ・数直線で表すと、どうなるだろう 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
５．p.44△１、△２の練習問題を解く。 
 

分数×分数の計算のしかたについて考えよう。 

・分数に分数をかけるという仕組みは、なかなか理解することが難しいので、つまずく場合には公

式を身に付けさせてから開設をするとよいでしょう。 

・これまでに学習してきた計算の仕方を思い出しながら取り組めるようにしましょう。 

分数に分数をかける計算は、分母どうし、 
分子どうしをかける。 



 
７－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.41１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

式 

その式にした理由 

p.44△１ ① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

p.44△２ 
⑤式 

こたえ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

分数×分数の計算のしかたについて考えよう。 
 

p.41１  

 

分数に分数をかける計算は、分母どうし、 
分子どうしをかける。 
 

式 4/5×2/3 

その式にした理由 
 

p.44△１ ①途中式も。 

 3/8 

②途中式も。 

  6/15 

③途中式も。 

  25/18 

④途中式も。 

  8/27 

⑤途中式も。 

21/10 
⑥途中式も。 

45/56 
p.44△２ 

⑤式 2/9×4/5 

こたえ 8/45kg 



８－１ ３.分数のかけ算を考えよう（５／８） Ｐ４４～Ｐ４６ 

 
目標   ・分数×分数を工夫して計算することができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
６．（４５分） 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３． p.44２の問題に取り組む。 
  どんな工夫をすると簡単に解くことができるだろう。 
  ・答えを約分するとよい。 
  ・途中で約分ができそうだ。 
  p.45①の問題も、解きましょう。 
 
４．p.46３の問題に取り組む。 
  どんな工夫をすると、解くことができるだろう。 
  ・整数は、分母が１の分数と考えるとよい。 
  ・帯分数は仮分数にして計算するとよい。 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.45△３の練習問題を解く。 
 

分数×分数の計算を工夫して解こう。 

・約分を確実に行えるようにしましょう。 
・整数の扱いについて整理できるようにしましょう。特に、帯分数のままで計算しないように声掛

けをしましょう。 

・途中式を必ず書かせるようにしましょう。 

分数のかけ算では、途中で約分をしたり、整数を分数にした

りして計算するとよい。 



 
８－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.44２  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

⑴ ⑵ 

⑤ 

p.45△３ 

p.45①式 

  答え 

p.46３  

④ ③ 

① ② 

⑥ ⑦ ⑧ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

分数×分数の計算を工夫して解こう。 

p.44２  

 

分数のかけ算では、途中で約分をしたり、整数を分数にしたりして計算するとよい。 
 

⑴ 

 ＝6/7 

⑵ 

=1/2 

⑤1/12 

p.45△３ 

p.45①式 

  答え  １／６ 

p.46３  

④3/8 ③2/3 

①1/27 ②3/14 

⑥4 ⑦1 ⑧4/9 



８－２ ３.分数のかけ算を考えよう（６／８） Ｐ４６～Ｐ４８ 

 
目標   ・場面に合った式を立てて、分数×分数の計算をすることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(３５) 
 →ワークシート 
 
 
６．（４５） 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３． p.46４の問題に取り組む。 
  どんな式になるかを考えて、計算しよう 
  ・１ｍは１２０円なので、何倍かを考えると計算できる。 
  ・１より大きい分数でかけると、もとの数よりも大きくなる。 
  ・１より小さい分数でかけると、もとの数よりも小さくなる。 
 
 
４．p.47５の問題に取り組む。 
  長方形や直方体の辺の長さが分数のとき、どうやって計算するか。 
  ・分数になったとしても、公式はそのまま使える。 
  ・長方形は縦×横、直方体は縦×横×高さで計算できる。 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.47△４、p.48△５の練習問題を解く。 
 

場面を考えて分数×分数の計算をしよう。 

・数量の関係を捉えられるようにしましょう。 
・面積や体積では、〇分の１の長方形、直方体が〇個分という考え方を捉えられるように指導しま

しょう。 

・分数の数量関係を捉えさせるには数直線が有効です。 

１より大きい分数でかけるともとの数より大きくなる。面

積や体積は、整数のときと同じように計算できる。 



 
８－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.46４  

月  日( ) 時間目 名前 

 

⑴式 

 

答え 

p.47△４ 

p.47５  

① 

① 

式 

答え 

⑵式 

 

答え 

② ③ 

p.48△５ 

② 

式 

答え 

③ 

式 

答え 

④ 

式 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

場面を考えて分数×分数の計算をしよう。 
 

p.46４  

１より大きい分数でかけるともとの数より大きくなる。面積や体積は、整数のときと同じように計

算できる。 

⑴式 3/5×7/8 

 

答え 21/40 ㎠ 

p.47△４ 

p.47５  

① 

① 

式 10/3×10/3 

答え 100/9 ㎠ 

⑵式 3/5×7/8×3/4 

 

答え 63/160 

② ③ 

p.48△５ 

② 

式 2/5×15/28 

答え 3/14 ㎠ 

③ 

式 3/4×4/5×5/3 

答え 1 ㎤ 

④ 

式 5/3×5/3×5/3 

答え 125/27 ㎤ 

１２０×１と 1/3 

１２０×2/3 

１６０ 

８０ 



９－１ ３.分数のかけ算を考えよう（７／８） Ｐ４９～Ｐ５０ 

 
目標   ・計算のきまりを活用して分数のかけ算を解くことができる。（知識・技能） 

      ・逆数について理解する。(知識・技能) 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（５分） 
 ワークシート 
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
 
 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２． p.49６の問題に取り組む。 
  分数の計算でも、㋐～㋓の計算のきまりは成り立つか調べよう。 
  ・㋐でも成り立った。 
  ・㋓でもできた。分数でも整数と同じで計算のきまりは成り立つ。 

 
３．p.50７の問題に取り組む。 
  積が１になる２つの数の組み合わせを見つけよう。 
  ・分母と分子が逆になっているもの同士をかけると１になる。 
  ・１／４と４は、２つをかけると１になる。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.49△６、p.50△７の練習問題を解く。 
 

・計算のきまりを確実に身に付けられるようにしましょう。 
・整数や小数でも、分数に表すと逆数が見つかることを捉えることができるように支援しましょう。 

・計算のきまりは実際に数を代入させて一つ一つ確かめることが望ましいです。 

分数のかけ算でも、計算のきまりは成り立つ。ある分数に分数

をかけて１になるとき、その分数はある分数の逆数という。 

分数のかけ算について理解を深めよう。 



 
９－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 略 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

p.50△７ 

 

p.49６  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.49△６ 

① 

①式 

答え 

② ③ 

p.50７  

②式 

答え 

③式 

答え 

④ ⑤ ⑥ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.50△７ 

分数のかけ算について理解を深めよう。 

p.49６  

分数のかけ算でも、計算のきまりは成り立つ。ある分数に分数をかけて１になるとき、

その分数はある分数の逆数という。 
 p.49△６ 

①7/5 

①式 

答え 

②3 ③9/13 

p.50７  

②式 

答え 

③式 

答え 

④1/6 ⑤10/3 ⑥10/27 

㋐～㋓を実際にあてはめてやってみる。 

どれも、左側と右側の式の答えは同じ。 



９－２ ３.分数のかけ算を考えよう（８／８） Ｐ５１～Ｐ５２ 

 
目標   ・様々な分数×分数の計算をすることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（３５分） 
→ワークシート 

 
３．(４０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
４．(４５分) 
 →教科書 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２． p.51 たしかめようの問題に取り組む。 
   
 
 
３．個別もしくは全体で答え合わせをし、理解を確かめる。 
 
 
 
４．p.52 を全体で確認し合う。 
  ※十分に時間が確保できない場合には省略可。 
 

分数のかけ算の理解をたしかめよう。 

・机間指導等で、理解の様子を確認しましょう。 
・途中式で約分がきちんとできているかが重要です。 

 



 
９－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

月  日( ) 時間目 名前 

①式 

答え 

p.51△１ 

① 

②式 

答え 

① 
p.51△４ 

p.51△２ 記号とその理由 

p.51△３ ② 

③ ④ ⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ ⑪ 

② ③ 

④ ⑤ ⑥ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

分数のかけ算の理解をたしかめよう。 
 

①式 

答え 

p.51△１ 

①20/3 

②式 

答え 

①7/2 p.51△４ 

p.51△２ 記号とその理由 
㋐、㋓ 
１より小さい分数をかけると、もとの数より小さくなるから  など 

p.51△３ ②1/14 

③3/35 ④9/32 ⑤7/32 

⑥5/16 ⑦1 ⑧7/12 

⑨5/2 ⑩19 ⑪3/16 

②8/5 ③1/8 

④10/9 ⑤100/7 ⑥10/13 



１０－１ ４.分数のわり算を考えよう（１／４） Ｐ５４～Ｐ６０ 

 
目標   ・分数÷分数の計算の仕方について考えることができる。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
 Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
 
４．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
６．(４５分) 
 →ノート、ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える 
 
 
３． P.55１の問題に取り組む。 
  どうやって解くことができるだろう。 
  ・もしも 3/4dL の数が整数だったとしたら、わり算の式になる。 
  ・分数を整数の式になおして計算する方法があった。 
  ・式の中の二つの数にわる数の逆数をかけると、計算のきまりか

らも答えは変わらない。※ 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.59２の問題に取り組む。 
  この問題では、あることをすることで、計算が簡単になります。 
  ・計算の途中で約分ができる。 
 
６．p.59△１、△２、p.60△３、△４の問題を解く。 

分数÷分数の計算のしかたについて考えよう。 

・分数のわり算の仕組みとして、逆数をかけるという考え方はなかなか理解しづらいです。要点を

まずはおさえることを目標に、指導をしていきましょう。 
 

・繰り返し、練習問題を行って身に付けることが効果的です。時間内に終わらない場合には、家庭

学習で対応をしていきましょう。 

分数でわる計算は、 
わる数の逆数をかける。 



 
１０－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.55１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

式 

その式にした理由 

p.59２  式 

答え 

p.59△１・２～ p.59△３・４ 

どうやって解くか 

ノートもしくはこのワークシートの余白やうらを使って、解きましょう。 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

分数÷分数の計算のしかたについて考えよう。 
 

p.55１  

 

分数でわる計算は、 
わる数の逆数をかける。 
 

式 2/5÷3/4 

その式にした理由 
 

p.59２  式 9/14×4/3(途中で約分) 

答え 6/7 

p.59△１・２～ p.59△３・４ 

どうやって解くか 
 

ノートもしくはこのワークシートの余白やうらを使って、解きましょう。 



１０－２ ４.分数のわり算を考えよう（１／４） Ｐ５４～Ｐ６０ 

 
目標   ・整数や帯分数を含めた分数÷分数の計算の仕方について考えることができる。 

（思考・判断・表現） 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
４．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(３８分) 
 →ワークシート 
 
 
６．(４５分) 
 →ノート、ワークシート 

１．問題を提示する。 
  整数や帯分数が式の中にある分数のわり算はどうやって解くこと

ができるだろう。 
 
２．学習のめあてを伝える 
 
 
 
３．P.60３の問題に取り組む。 
 
 
４．p.61４の問題に取り組む。 
   
 
 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
６．p.61△５の問題を解く。 

整数や帯分数のある分数÷分数の計算のしかたについて

考えよう。 

・整数や帯分数を分数になおして計算することを確実に身に付けさせましょう。 

・数直線を用いることで、１よりも小さい数でわると商が大きくなることを実感させましょう。 

整数や帯分数も分数に表して計算をすることで解くことが

できる。１よりも小さい数でわると、商はもとの数より大き

くなる。 



 
１０－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.60３  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

式 

答え 

p.61△５ 

p.61４ 

① ② ③ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

整数や帯分数のある分数÷分数の計算のしかたについて考えよう。 
 

p.60３  

 

整数や帯分数も分数に表して計算をすることで解くことができる。１よりも小さい数でわると、

商はもとの数より大きくなる。 
 

式 12÷1 と 1/3=９ 12÷2/3=18 

答え 細い…９ｇ 太い…18ｇ 

p.61△５ 

p.61４ 

① ② ③ 

8/9 

１ 

１ 

8 

5/24 



１１－１ ４.分数のわり算を考えよう（３／４） Ｐ６２～Ｐ６５ 

 
目標   ・分数÷分数の計算の仕方について考えることができる。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（３分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
 
 
３．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２． P.62５の問題に取り組む。 
  どうやって解くことができるだろう。 
  ・どちらの数字がわる数になるのか、難しい。 
  ・数直線に表すことで、求めるＸが見つかる。 
 
３．p.63６の問題に取り組む。 
  小数や整数、分数がまじった分数のかけ算やわり算は、どうやっ

て解くのだろう。 
  ・小数や整数を分数にする。 
  ・分数を小数や整数で表す。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
 
５．p.65△６の問題を解く。 
 

分数÷分数の理解を深めよう。 

・わる数とわられる数がわからない場合には、数直線を用いることで何がＸなのかを考えられるよ

うにします。 
・分数で表すことのよさに気付かせましょう。 

・数直線で表すことが難しい場合には、求める量の単位に注目させましょう。 

小数、分数、整数のまじった計算は、小数や整数を分数で表

すといつでも計算できる。 



 
１１－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.62５  

月  日( ) 時間目 名前 

 

式 

答え 

p.63６  式 

 

 

答え 

p.65△６ 

式 

答え 

① ② 

③ ④ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

分数÷分数の理解を深めよう。 
 

p.62５  

小数、分数、整数のまじった計算は、小数や整数を分数で表すといつでも計算できる。 
 

式 

答え 

p.63６  式 

 

 

答え 

p.65△６ 

式 

答え 

① ② 

③ ④ 



１１－２ ４.分数のわり算を考えよう（４／４） Ｐ６８～Ｐ６９ 

 
目標   ・場面に合った分数÷分数の計算をすることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント        

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（３分） 
  
 
２．（３０分） 
→ワークシート 

 
 
３．(４０分) 
 →ワークシート 
 
 
４．(４５分) 
 →教科書 

１．学習のめあてを伝える 
 
 
２．p.68 たしかめようの問題に取り組む。 
   
 
 
３．個別もしくは全体で答え合わせをし、理解を確かめる。 
 
 
 
４．p.69 を全体で確認し合う。 
  ※十分に時間が確保できない場合には省略可。 
 

分数のわり算の理解をたしかめよう。 

・机間指導等で、理解の様子を確認しましょう。 
 

 



 
１１－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.68△１ 

月  日( ) 時間目 名前 

式 

 

答え 

p.68△４ 

① 

①式 

答え 

②(１)式 

答え 

②(２) 

 答え 

選んだ理由 

p.68△２ 

p.68△３ ② 

③ ④ ⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 

③ ⑩ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

 

p.68△１ ㋐・㋓ 

式 

 

答え 

p.68△４ 

① 

①式 

答え 

②(１)式 

答え 

②(２) 

 答え 

選んだ理由 
１よりも小さい数でわると、商は大きくなるから。 

p.68△２ 

p.68△３ ② 

③ ④ ⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ 



１２―１ ●分数の倍（１／２） Ｐ７０～Ｐ７１ 

 
目標   ・基準となる数をもとにした分数の倍の求め方を考えることができる。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント  

  
 
  
 
 Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.70１の問題に取り組む。 
  どうやって解くことができるだろう。 
  ・整数のときと同じでＸを使った式を立てて、倍の数を求める。 
  青のリボンと、黄色のリボンが赤のリボンの何倍か、求めよう。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.71△１、△２の問題に取り組む。 
 
 

分数の、ある数をもとにした倍の数を求めよう。 

・数直線を用いながら、数量の関係をおさえましょう。 
・割合の学習を想起し、もとになる数を１としたときのＸの値について考えられるようにしましょ

う。 

・数直線の見方、考え方を身に付けられるようにしましょう。 

分数のときも、ある大きさが、もとにする大きさの何倍にあ

たるかを求めるにはわり算を使う。 



 
 

１２－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.70１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.71△１  
式 

答え 

p.71△２  ①式 

答え 

②式 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

分数の、ある数をもとにした倍の数を求めよう。 
 

p.70１  

分数のときも、ある大きさが、もとにする大きさの何倍にあたるかを求めるにはわり算を使う。 
 

p.71△１  赤式 

答え 

p.71△２  ①式 

答え 

②式 

答え 

青式 

答え 



１２－２ 分数の倍（２／２） Ｐ７２～Ｐ７３ 

 
目標   ・分数の倍を活用して、比べる数やもとになる数の求め方を考える。 

（思考・判断・表現） 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
 
３．(２０分) 
 →①ワークシート 
  ②教科書 
 
４．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(４０分) 
 →ワークシート 
 
 
６．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
 
３．p.72２の問題に取り組む。 
  それぞれの値段を、求めよう。また、②の□に入る数を書こう。 
   
 
４．p.72３の問題に取り組む。 
  雑誌の値段は、どうやって求めることができるだろう。 
  ・Ｘを使って、式を考える。 
 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
６．p.73△３の問題に取り組む。 
 
 

分数の倍を使って、比べる数やもとになる数の求め方を考

えよう。 

・数直線を用いながら、数量の関係をおさえましょう。 
 

・数直線の見方、考え方を身に付けられるようにしましょう。 

Ｘを使って、比べる数やもとになる数を求める式を立てる

ことで計算することができる。 



 
１２－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.72２  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.72３ 

p.71△２  ②式 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

分数の倍を使って、比べる数やもとになる数の求め方を考えよう。 
 

p.72２  

Ｘを使って、比べる数やもとになる数を求める式を立てることで計算することができる。 
 

p.72３ 

p.71△２  
②式 

答え 



１３－１ ●どんな計算になるのかな？（１／１） Ｐ７４～Ｐ７５ 

 
目標   ・分数の乗除の演算決定をすることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（５分） 
 ワークシート 
 
 
２．（３０分） 
→ワークシート 

 
 
３．(４０分) 
 →①ワークシート 
  ②教科書 
 
４．(４５分) 
 →教科書・ノート 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
 
２．p.74①～⑤の問題に取り組む。 
   
   
 
３．問題の答え合わせを行い、つまずきを確認する。 
   
 
 
４．p.75 おぼえているかな？の問題を解く。 
 
 
 
 
 
 

問題文から、どんな計算になるか予想して問題を解こう。 

・かけ算かわり算かを判断するために、文章を適切に捉えられるように声掛けしましょう。 
・数直線も積極的に活用しましょう。 

 



 
１３－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
式           式       式       式       式 
答え         答え      答え      答え      答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

① 

月  日( ) 時間目 名前 

② 

③ 

④ 

⑤ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 



１３－１ ５.割合の表し方を考えよう（１／６） Ｐ７７～Ｐ７８ 

 
目標   ・２つの数量の割合の比の表し方について知る。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える 
 
 
３．P.77１の問題に取り組む。 
  ３人が使ったウスターソースとケチャップの割合は同じになるで

しょうか。それとも違うでしょうか。 
  ・同じ。量は変わっても、２つの割合は一緒。 
  ・量が違うから、違うのではないか。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．３人の比を比べ、割合について確認する。 

３人の比はそれぞれ２：３、４：６、３：９となっているが、割

合は同じですか。それとも違いますか。 
  ・小さじ１はいを１とみると、違う表し方になるが、小さじを２

はい、３はいをそれぞれ１とみると、同じ比になる。 
 

量の関係について調べ、表し方を考えよう。 

・比の表し方を理解させるために、図などを活用するとよいでしょう。 
 
 

・２：３と４：６で、味は変わるのかと具体的な場面を問うことで、同じ比であることを感じさせ

ましょう。 

２と３の割合を「：」の記号を使って、２：３と表す。この

ような割合の表し方を、「比」という。 



 
１３－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.77１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

ウスターソース ケチャップ 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

☆３人のハンバーグソースの割合は同じですか。それとも違いますか。 

 自分の考えを書きましょう。 

 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

量の関係について調べ、表し方を考えよう。 
 

p.77１  

 

２と３の割合を「：」の記号を使って、２：３と表す。このような割合の表し方を、「比」という。 
 

ウスターソース ケチャップ 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

  

☆３人のハンバーグソースの割合は同じですか。それとも違いますか。 

 自分の考えを書きましょう。 

 

3 

4 6 

6 9 

2 



１４－１ ５.割合の表し方を考えよう（２／６） Ｐ７９～Ｐ８０ 

 
目標   ・比の値の表し方と、その考え方について理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
６．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.79２の問題に取り組む。 
  ５年生で学習した比べられる量、もとにする量、割合の考え方を

使って、ウスターソースの量の割合を求めよう。 
  ・割合は、比べられる量÷もとにする量で求められる。 
  ・２÷３は小数では表せない。分数で表すのかな。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.79①、②の問題を解く。 
  ２：３、４：６、６：９の比の値を比べると、どんなことに気が

つきますか。 
  ・３つとも比の値は同じになる。だから等しい比ということ。 
 
６．p.80△１、△２の問題を解く。 

ある量をもとにした、比の表し方を知ろう。 

・これまで学んできた割合と比の値の関係についておさえましょう。 
・等しい比があることに気付かせましょう。 
 
 

・比→わり算→分数（約分）の順番に考えていくことを何度もくり返し行わせましょう。 

a:b の比で、b をもとにして a がどれだけの割合になるかを

表したものを、a:b の比の値という。a:b の比の値は、a を

b でわった商になる。 



 
１４－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.77１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

☆ただしさんのウスターソースと 

ケチャップの比から、割合を求めましょう。 

p.80△１ 
４：５ ５：４ 

p.80△２ 
 
     と 

 
     と 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

ある量をもとにした、比の表し方を知ろう。 
 

p.77１  

 

a:b の比で、b をもとにして a がどれだけの割合になるかを表したものを、a:b の比の値という。

a:b の比の値は、a を b でわった商になる。 
 

☆ただしさんのウスターソースと 

ケチャップの比から、割合を求めましょう。 

p.80△１ 
４：５ 
     ４／５ 

５：４ 
       ５／４ 

p.80△２ 
 
  ①  と  ⑥ 

 
  ②  と  ③ 



１４－２ ５.割合の表し方を考えよう（３／６） Ｐ８１～Ｐ８２ 

 
目標   ・等しい比の性質について理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
６．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.81１の問題に取り組む。 
  等しい比同士を比べると、どんな関係があることが分かりますか。 
  ・等しい比は、それぞれに同じ数をかけている。 
  ・比の値が同じになる。。 
 
４．P.81２の問題に取り組む。 
  ４９：６３の比を、もっと簡単に表すことはできないだろうか。 
  ・同じ数でわるとよい。 
  ・比の値を求めて、約分をするとよい。 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
  
 
６．p.82△３、△４の問題を解く。 

等しい比にはどのような関係があるか、調べよう。 

・同じ数でかける・わることができると等しい比であることを理解させましょう。 
 
 
 

・自分で問題づくりをするなど、楽しみながら同じ比を探す活動に取り組むとよいでしょう。 

もともとの比のそれぞれの数に同じ数をかけても、比は変

わらず等しい比となる。また、比は同じ数でわって簡単な比

になおすことができる。 



 
１４－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.81１  

 

p.82△３ ①１２：９ 
 

②１６：２４ 

p.82△４ 記号 
 

どんな比にすることができますか。 

p.81１  

③１８：４２ ④１４：４９ 

どうして上の３つの比は、「等しい比」なのでしょうか。 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
７：９ 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

等しい比のにはどのような関係があるか、調べよう。 
 

p.81１  

もともとの比のそれぞれの数に同じ数をかけても、比は変わらず等しい比となる。また、比は同じ

数でわって簡単な比になおすことができる。 
 

p.82△３ ①１２：９ 
 ４：３ 

②１６：２４ 
  ２：３ 

p.82△４ 記号 
㋑ 

どんな比にすることができますか。 
 
 ５：１７ 

p.81１  

③１８：４２ 
  ３：７ 

④１４：４９ 
 ２：７ 

どうして上の３つの比は、「等しい比」なのでしょうか。 



１５－１ ５.割合の表し方を考えよう（４／６） Ｐ８３～Ｐ８３ 

 
目標   ・小数、分数で表された日を簡単にする表し方を考える。（思考・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.83３の問題に取り組む。 
  小数や分数の比はどのようにすれば、簡単な比に表せるだろう。。 
  ・小数は、整数に表すことができるのでは。 
  ・分数は分母をそろえて表すとよいのでは。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
  
 
 
５．p.83△５の問題を解く。 

小数や分数で表された比を、簡単な比に表そう。 

・小数は×１０をして整数に表し、分数は公倍数や通分を活用して整数に表すことを身に付けさせ

ましょう。 
 
 

・自分で問題づくりをするなど、楽しみながら同じ比を探す活動に取り組むとよいでしょう。 

小数も分数も、整数の比に表すことができる。 



 
１５－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.83３  

 

p.83△５ 

① 
 

どうすれば、上のような比を簡単にすることができるでしょう。 

② 
 

③ 
 

④ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

小数や分数で表された比を、簡単な比に表そう。 
 

p.83３  

小数も分数も、整数の比に表すことができる。 
 

p.83△５ 

① ５：６ 

どうすれば、上のような比を簡単にすることができるでしょう。 

② ２５：３０＝５：６ 
 

③１５：４ 
 

④１２：３０＝２：５ 
 



１５－２ ５.割合の表し方を考えよう（５／６） Ｐ８４～Ｐ８５ 

 
目標   ・生活の場面での比の活用方法について考える。（思考・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
５．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
６．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.84１の問題に取り組む。 
  どうすれば、砂糖の量を求めることができるだろう。 
  ・小麦粉は 140g で７だから、１あたりの量を求めればよい。 
  ・等しい比の性質を使って、求める式を考えるとよい。 
 
４．P.85２の問題に取り組む。 
  どうすれば、牛乳の量を求めることができるだろう。 
  ・全体の量から、１あたりの量を求めると牛乳の量が分かる。 
  ・Ｘを使った式を活用して、あてはめていくとよい。 
 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
  
 
 
６．p.84△１、△２、p.85△３の問題を解く。 

比を活用して、問題を解こう。 

・実際の生活の場面で比が活用されていることを感じさせ、その解き方が考えられるようにしましょ

う。 
・数直線で視覚的に問題が捉えられるようにしましょう。 

・図とＸを使った式などから、考えが広がっていくようにしましょう。 

全体の量や等しい比の性質を活用することで、求めたい量

を求めることができる。 



 
１５－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.83３  

 

どうすれば、解くことができるだろう。 

p.83３  

どうすれば、解くことができるだろう。 

p.84△１ 

式 

答え 

p.84△２ 

① 

② 

p.85△３ 
式 
 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

比を活用して、問題を解こう。 
 

p.83３  

全体の量や等しい比の性質を活用することで、求めたい量を求めることができる。 

どうすれば、解くことができるだろう。 

p.83３  

どうすれば、解くことができるだろう。 

p.84△１ 

式５：８＝７５：ｘ 

答え １２０ｃｍ 

p.84△２ 

①３ 

②２ 

p.85△３ 
式２５０×３／５ 
 ２５０×２／５ 
答え さゆり 150 枚 

まこと 100 枚 



１６－１ ５.割合の表し方を考えよう（６／６） Ｐ８６～Ｐ８８ 

 
目標   ・比を簡単に表したり、求めたりすることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
 →ワークシート 
 
２．（３０分） 
→ワークシート 

 
３．(３８分) 
 →ワークシート 
 
４．(４５分) 
 →教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．P.8７たしかめようの問題に取り組む。 
  ※早く終わった児童には、p.86 のコラムを読ませる。 
 
３．個別もしくは全体で答え合わせをし、理解を確かめる。 
 
 
４．p.88 を全体で確認し合う。 
  ※十分に時間が確保できない場合には省略可。 
    

比の学習の理解を深めよう。 

・机間指導等で、理解の様子を確認しましょう。 
 

 



 
１６－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.88△１ 

① 

 

式 

 

答え 

② ③ ④ 

p.88△２ 

p.88△３ 

① ② ③ ④ 

p.88△４ ① ② 

p.88△５ 

式 

 

答え 

p.88△６ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

比の学習の理解を深めよう。 
 

p.88△１ 

①３／５ 

１５×０.６＝９ 

９試合 

９：１５＝３：５ 

３：５ 

式Ｘ＝３×９＝２７ 

 

答え ２７ｃｍ 

②５／９ ③４／３ ④２／５ 

p.88△２ 

p.88△３ 

①１：３ ②４：７ ③８：３ ④９：５ 

p.88△４ ①Ｘ＝２ ②Ｘ＝８ 

p.88△５ 

式２４×７／１２＝１４ 

 

答え１４時間 

p.88△６ 



１６－２ ●算数で読みとこう（１／１） Ｐ９１～Ｐ９２ 

 
目標   ・既習事項を活用してデータを考察し、問題解決能力や情報処理能力を高める。 

（思考・判断・表現） 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
 →ワークシート 
 
２．（３８分） 
 →ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．(４５分) 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．データ１～３の資料から、気づいたことを伝え合う。  
  ①２０１７年と１９６４年では 

→１００ｍ走の記録はどれだけ違うでしょう。 
→４×１００ｍリレー記録はどれだけ違うでしょう。 
→男子のマラソンの記録はどれだけ違うでしょう。 
 

  ②男子１００ｍ走の１９６４年・２０１７年それぞれの記録の速

さを秒速で求めましょう。 
   ・１００÷９.６３＝〇〇 １００÷１０.０６＝△△ 
   ・割りきれないので、概数にしなければ。 
 
  ③データ３を見て、どうして日本はカナダより順位が上なのでし

ょうか。 
   ・４人のタイムの合計では日本の方が遅い。それでも決勝の記

録は、日本の方が速い。 
   ・４人の走者の記録と決勝の記録を比べたら、何かわかるかな。 
 
３．p.91③に取り組む。 
  ※十分に時間が確保できない場合には省略可。 
    

データを読み取り、考察しよう。 

・これまでの学習が複合的に関わってくるので、とても難しい問題です。実態に合わせて、取り上

げる問題を変えるとよいでしょう。 
 

・電卓を事前に用意させると、計算を省略することができます。 



 
１６－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.91 ２０１７年と１９６４年を比べましょう。 
 

１００ｍ走の記録はどれだけ違うでしょう。 

 
４×１００ｍリレー記録はどれだけ違うでしょう。 

 
男子のマラソンの記録はどれだけ違うでしょう。 

p.91 ②男子１００ｍ走の１９６４年・２０１７年それぞれの記録の速さを

秒速で求めましょう 

式 
 
答え 

p.91 ③データ３を見て、どうして日本はカナダより 

順位が上なのでしょうか。 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

データを読み取り、考察しよう。 
 

p.91 ２０１７年と１９６４年を比べましょう。 
０．４３ １００ｍ走の記録はどれだけ違うでしょう。 

２．２２ ４×１００ｍリレー記録はどれだけ違うでしょう。 

５分３９秒 男子のマラソンの記録はどれだけ違うでしょう。 

p.91 ②男子１００ｍ走の１９６４年・２０１７年それぞれの記録の速さを

秒速で求めましょう 

式 
 
答え 

p.91 ③データ３を見て、どうして日本はカナダより 

順位が上なのでしょうか。 



１７－１ ６.形が同じで大きさがちがう図形を調べよう（１／５） Ｐ９３～Ｐ９５ 

 
目標   ・拡大図と縮図について知る。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.93１の問題に取り組む。 
  ㋐と形が同じに見えるものは㋑～㋕のどれですか。 
  ・㋑は合同だから同じ。 
  ・㋕は、大きさはちがうけれど同じ形に見える。 
  ・㋓は、形は同じだけれど大きさがちがう。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.95△①～③の問題に取り組む。 
 

形が同じで大きさがちがう図形について考えよう。 

・見た目の形が同じ事に気付かせましょう。 
・どうして同じ形と言えるのか、辺や角に注目させて理解を深められるようにしましょう。 
 
 

・拡大図、縮図になっていない図形の特徴も調べて比較することで、学習理解がさらに深まります。 

形は同じで大きくした図を拡大図といい、小さくした図を

縮図という。それらは対応する角の大きさや辺の長さの比

が等しい。 



 
１７－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 ㋐と同じ 
 形の図形は 
 ㋑～㋕の 
 どれですか。 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.93１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

記号 

(理由) 

p.95△１  

p.95△２ 

p.95△３ 

答えとその理由 

① ② ③ ④ ⑤ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 ㋐と同じ 
 形の図形は 
 ㋑～㋕の 
 どれですか。 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

形が同じで大きさがちがう図形について考えよう。 
 

p.93１  

 

形は同じで大きくした図を拡大図といい、小さくした図を縮図という。それらは対応する角の大

きさや辺の長さの比が等しい。 
 

記号 ㋑ ㋓ ㋕ 

(理由)㋑は合同なので同じ形。㋓・㋕は辺の長さの比が等しく、角度も同

じ。(例) 

p.95△１  

p.95△２ 

p.95△３ 

答えとその理由 いえない。辺の長さの比が等しくない。 

①辺ＥＦ 

4cm 

②角Ｆ 

80° 

②角Ｃ 

75° 

②辺ＢＣ 

3cm 

③１／２ 

の縮図 



１７－２ ６.形が同じで大きさがちがう図形を調べよう（２／５） Ｐ９６～Ｐ９７ 

 
目標   ・拡大図の性質を知り、正確に作図することができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント        

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →教科書 
 
 
 
４．(３０分) 
 →教科書 
 
 
 
５．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
６．(４５分) 
→教科書 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.96２の問題に取り組む。 
  拡大図をかくためには、どうすればよいだろう。 
 ・辺や角の大きさを求めて、かく。 
 ・コンパスを活用するとよいのでは。 
 
４．P.97３の問題に取り組む。 
  より簡単に拡大図をかく方法はないだろうか。 
  ・一つの点を中心にしてかくと、簡単に作図できる。 
   
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.96△４・p.97△５の問題に取り組む。 
 

拡大図のかき方について考えよう。 

・辺の長さの比の関係と角の大きさの特徴が分かっていないと、苦しむ子もいるかもしれません。

前時までの学習をじっくりと身に付けさせておきましょう。 
 

・作図を苦手としている児童には、個別での指導や支援を重ねていきましょう。 
 

拡大図をかくには、辺の長さの比や角の大きさをとらえる

必要がある。また、一つの点を中心にしたかき方は簡単に拡

大図や縮図をかうことができる。 



 
１７－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
。 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 

p.96２ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

教科書にかきましょう。 

p.97３ 

教科書にかきましょう。 

p.96△４ 

p.97△５ 

教科書にかきましょう。 

教科書にかきましょう。 



１８－１ ６.形が同じで大きさがちがう図形を調べよう（３／５） Ｐ９８～Ｐ９８ 

 
目標   ・既習の図形を拡大図と縮図の関係から考え。図形に対する見方を深める。（思考・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(３０分) 
 →教科書を中心にワー

クシートには気づい

たことを書かせる。 
 
４．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシートの空白 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.98４の問題に取り組む。 
  必ず拡大図、縮図の関係になる図形はどれだろう。 
 ・角の大きさがいろいろ変わる図形はならない。 
 ・いつも角が同じになる図形はなりそうだ。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．これまでの学習の復習をし、定着を図る。 
  ※時間の関係でできなかった問題や、即興で図形の拡大図・縮図

を書かせる活動をするなどして、定着させる。 
 
 

拡大図、縮図の関係になっている図形を探そう。 

・正〇形以外の図形は、角の大きさが図形によってまちまちになることから、常に一定の拡大図・

縮図にはならないことを押さえましょう。 
 

・実際に角の大きさや辺の長さを測り、そこから実感できるようにしましょう。 
 

どんなときも拡大図、縮図の関係になる図形は、正〇形のよ

うに角度がいつも同じ図形である。 



 
１８－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
  

 

p.98４  

月  日( ) 時間目 名前 

 

(調べる中で気がついたこと) 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

拡大図、縮図の関係になっている図形を探そう。 
 

p.98４  

どんなときも拡大図、縮図の関係になる図形は、正〇形のように角度がいつも同じ図形である。 
 

(調べる中で気がついたこと) 



１８－２ ６.形が同じで大きさがちがう図形を調べよう（４／５） Ｐ９９～Ｐ９９ 

 
目標   ・縮尺の意味について理解し、縮図から実際の長さを求めることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.99１①の問題に取り組む。 
  実際の長さと、縮図の長さを比べよう。 
 ・実際は３００ｍ、図では３ｃｍ。ｃｍに合わせると比べられる。 
 ・地図の長さは実際の長さの１００００分の１になっている。 
 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
 
５．p.99②、③、△１の問題を解く。  
 
 

縮図から実際の長さを求めよう。 

・①では、ｍとｃｍの２つの単位が出ることから、単位換算で混乱しないように表で比較させると

よいでしょう。 
 

・縮尺という考え方があることで地図などから実際の長さを求められることのよさを感じさせまし

ょう。 
 

実際の長さを縮めた割合のことを、縮尺という。 



 
１８－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
  

 

p.99１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

① 

②式 
答え 

③式 
答え 

△１式 
答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

縮図から実際の長さを求めよう。 
 

p.99１  

実際の長さを縮めた割合のことを、縮尺という。 
 

①１：１００００ 
 １／１００００ 

②4×10000=40000 40000cm=400m  A. 400m 

  300+400=700  A.700m 

③式 5×10000=50000  50000cm=500m 
答え 500m 

△１式 4×100000=400000 400000cm=4km 
答え 4km 



１９－１ ６.形が同じで大きさがちがう図形を調べよう（５／５） Ｐ１００～Ｐ１０２ 

 
目標   ・縮図をかいて、実際の長さを求めることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.100２の問題に取り組む。 
  縮図と実際の長さから、校舎の実際の高さを求めましょう。 
  ・辺ＢＣの縮図の長さと実際の長さから、縮尺を求められる。 
  ・１／２００の縮尺になっているから、辺ＡＣの長さを測って計

算すればいい。 
  
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
 
５．p.101△２、p.102 たしかめようの問題を解く。  
 
 

縮図を利用して、実際の長さを求めよう。 

・一方の辺の長さと実際の長さで縮尺が求められること、その縮図から実際の長さを求められるこ

とを身に付けさせましょう。 
 

・縮図をかく際には、縮尺をきちんと理解できているかが大事になるので、縮尺について事前に押

さえましょう。 
 

実際の長さと縮尺がわかっていれば、自分で縮図をかいて、

知りたい実際の長さを求めることができる。 



 
１９－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

△２ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
  

 

p.100１① 

 

月  日( ) 時間目 名前 

 

②式 
 
答え 

③式 
 
答え 

p.100△② 

 
式 

 
答え 

p.101 たしかめよう △１は教科書にかこう。 
 
△２①                 ② 
 

△３ 
 
答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

縮図を利用して、実際の長さを求めよう。 
 

p.100１① 

実際の長さと縮尺がわかっていれば、自分で縮図をかいて、知りたい実際の長さを求めることが

できる。 
 

②式 
 
答え 

③式 
 
答え 

p.100△② 

 
式 

 
答え 

p.101 たしかめよう △１は教科書にかこう。 
 
△２①                 ② 
 

△３ 
 
答え 

3cm 4cm 4cm 

5cm 

3cm 



１９－２ ７.円の面積の求め方を考えよう（１／４） Ｐ１０５～Ｐ１０７ 

 
目標   ・円のおよその面積を求めることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
４．(４０分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.105１の問題に取り組む。 
  半径 10cm の円の面積は、一辺が 10cm の正方形の大きさと比べ

て〇倍より大きく、〇倍より小さいでしょうか。 
  ・正方形の２倍よりかは大きいことが、正方形を長方形に見立て

ると分かる。 
  ・正方形が４つあると、円よりも大きくなってしまうから、４倍

よりは小さいことがわかる。 
  ・㋓は、形は同じだけれど大きさがちがう。 
 
４．p.106～107２の問題に取り組む。 
  ①方眼の数で、大体の数を求めましょう。 
  ②円を正十六角形と見立てて、三角形の面積と比べましょう。 
 
５．学習のまとめをする。 
 

円の面積の見当をつけよう。 

・円の面積の求め方である「半径×半径×3.14」の原理を考えられるようにします。この時間では、

半径×半径を正方形として考え、その２倍～４倍にあたることに気付かせましょう。 

・方眼の数を実際に数えたり、正十六角形の大きさを求めたりする具体的な活動をすることが大事

です。 

円の面積は、半径を一辺とする正方形と比べると２倍より

大きく４倍よりも小さく、３．１倍近くになる。 



 
１９－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.93１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

円の面積は、半径の長さを 1 辺とする正方形の面積の(   )倍より 

大きく、(   )倍より小さいことがわかる。 

p.106２ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

円の面積の見当をつけよう。 
 

p.93１  

 

円の面積は、半径を一辺とする正方形と比べると２倍より大きく４倍よりも小さく、３．１倍近

くになる。 
 

円の面積は、半径の長さを 1 辺とする正方形の面積の( ２ )倍より 

大きく、( ４ )倍より小さいことがわかる。 

p.106２ 



２０－１ ７.円の面積の求め方を考えよう（２／４） Ｐ１０８～Ｐ１１０ 

 
目標   ・円のおよその面積を求めることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
４．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(４０分) 
 →ワークシート 
 
６．(４５分) 
 →教科書 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.108３の問題に取り組む。 
  ①～③の問いについて考え、答えましょう。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.109△１～２の問題に取り組む。 
  
 
６．p.110 を全体で確認し合う。 

円の面積を求める公式を考えよう。 

・円の面積の公式が児童の実感をともなった理解となるよう、半径×半径×３．１４は長方形の面

積の求め方でどの部分にあたるかを考えさせましょう。 

・実際に具体物や模型等で、円を分解してつないでいくと効果的です。 

円の面積の求め方 
円の面積＝半径×半径×3.14 



 
２０－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.93１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

p.109△１ 

① 

② 

③ 

①式 

答え 

②式 

答え 

③式 

答え 

④式 

答え 

p.109△２ 

式 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

円の面積を求める公式を考えよう。 
 

p.108３  

 

円の面積の求め方 
円の面積＝半径×半径×3.14 
 

p.109△１ 

①長方形 

②㋐半径 
 ㋑円周の半分 

③たて×横 
＝半径×(直径×３．１４÷２) 
＝半径×半径×３．１４ 

①式 

答え 

②式 

答え 

③式 

答え 

④式 

答え 

p.109△２ 

式 

答え 



２０－２ ７.円の面積の求め方を考えよう（３／４） Ｐ１１１～Ｐ１１３ 

 
目標   ・円の面積の求め方を活用して、複合図形の面積の求め方を考える。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
４．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 
※時間が余れば、補充の問

題に取り組ませましょ

う。 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.111４の問題に取り組む。 
  どうすれば、このような複雑な形の面積を求めることができるか。 
  ・円と三角形の面積の求め方をあわせて考えるとよい。 
  ・円と正方形の面積の求め方からも求めることができそうだ。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.113△３の問題に取り組む。 
  
 
 

円の面積の求め方を活用して、問題を解こう。 

・複合図形は、どうすればこれまでに学んだ考え方が使えるようになるかを考えさせることが大切

です。 
・一本線を引いて、図形の見方を変えられるようにしましょう。 

・様々な方法を考え、話し合ったり説明したりすることで、数学的な思考が深まります。 

複雑な図形でも、円の面積の求め方とこれまで学んだ面積の求

め方をあわせて考えることで面積を求めることができる。 



 
２０－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.93１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

p.113△３ 

どうすれば求められるか。(考え方) 

②式 

 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

円の面積の求め方を活用して、問題を解こう。 
 

p.93１  

 

複雑な図形でも、円の面積の求め方とこれまで学んだ面積の求め方をあわせて考えることで面積を求

めることができる。 
 

p.113△３ 

どうすれば求められるか。(考え方) 
【略】 

②式 

 

答え 



２１－１ ７.円の面積の求め方を考えよう（４／４） Ｐ１１６～Ｐ１１８ 

 
目標   ・学習内容の理解を深める。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

1．（５分） 
→ワークシート 

 
2．(３０分) 
 →ワークシート 
 
３．(３５分) 
 →ワークシート 
 
４．(４５分) 
 →教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.117 たしかめようの問題に取り組む。 
   
 
３．個別もしくは全体で答え合わせをし、理解を確かめる。 
 
 
４．p.116・p118 を全体で確認し合う。 
  ※十分に時間が確保できない場合には省略可。 
 

円の面積の求め方を身に付けよう。 

・円の面積の求め方、複合図形の面積の求め方が身に付いているか、確認しましょう。 

 

・いろいろな設定で、公式を活用させましょう。 



 
２１－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.117△１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.117△２ 

① ② 

①式 
答え 
 式 
答え 

②式 
答え 
 式 
答え 

p.117△３ 

①式 
答え 
 式 
答え 

②式 
答え 
 式 
答え 

p.117△３ 

円周 面積 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

円の面積の求め方を身に付けよう。 
 

p.117△１  

 

p.117△２ 

① ㋑ ② ㋒ 

①式 
答え 
 式 
答え 

②式 
答え 
 式 
答え 

p.117△３ 

①式 
答え 
 式 
答え 

②式 
答え 
 式 
答え 

p.117△３ 

円周   3 倍 面積   9 倍 



２１－２ ８.角柱と円柱の体積の求め方を考えよう（１／２） Ｐ１２０～Ｐ１２４ 

 
目標   ・角柱や円柱の体積の求め方を理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
 Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(４０分) 
 →ワークシート 
 
 
６．(４５分) 
 →ワークシート 
※時間が余ったら、△の

問題に取り組ませる。 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.121１の問題に取り組む。 
  四角柱の体積は、どうやって求めることができるだろう。 
  ・この四角柱は直方体と同じなので、縦×横×高さで求められる。 
  ・縦×横は面積を求めたということ。それに高さをかけるとよい。 
 
４．p.122２の問題に取り組む。 
  三角柱の体積は、どうやって求めることができるだろう。 
  ・三角形の面積の求め方で底面積を求めて、高さでかける。 
  ・四角柱と同じで底面積×高さで求められる。 
 
５．p.123３の問題に取り組む。 
  円柱の体積は、どうやって求めることができるだろう。 
  ・四角柱や三角柱と同じで、底面積×高さで求められる。 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 

体積の求め方を考えよう。 

・たて×横＝底面積という考え方が身に付くように指導をしましょう。底面積という考え方を身に

付けることで、三角柱や円柱、さらには複合図形の体積の求め方の見通しをもつことができます。 

・実際に工作用紙などで作った模型があると、図形が苦手な児童も理解が深まります。 

角柱や円柱の体積の求め方 
底面積×高さ 



 
２１－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

四角柱の体積は、どうやって求めることができるだろう。 
  ・この四角柱は直方体と同じなので、縦×横×高さで求められる。 
  ・縦×横は面積を求めたということ。それに高さをかけるとよい。 

 三角柱の体積は、どうやって求めることができるだろう。 
  ・三角形の面積の求め方で底面積を求めて、高さでかける。 
  ・四角柱と同じで底面積×高さで求められる。 

円柱の体積は、どうやって求めることができるだろう。 
  ・四角柱や三角柱と同じで、底面積×高さで求められる。 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.121１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

どうやって求めることができるか。 

p.122２ 

どうやって求めることができるか。 

p.123３ 

どうやって求めることができるか。 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

体積の求め方を考えよう。 
 

p.121１  

 

角柱や円柱の体積の求め方 
底面積×高さ 
 

どうやって求めることができるか。 

（略） 

p.122２ 

どうやって求めることができるか。 

（略） 

 

p.123３ 

どうやって求めることができるか。 

（略） 

 



２２－１ ８.角柱と円柱の体積の求め方を考えよう（２／２） Ｐ１２５～Ｐ１２７ 

 
目標   ・複雑な角柱・円柱の体積の求め方について考えることができる。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.125４の問題に取り組む。 
  このような図形の体積はどうやって求めることができるだろう。 
  ・立体を二つの角柱にかけて計算するとよい。。 
  ・欠けている部分を底面積にし、面積の求め方を活用して計算す

るとできる。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
５．p.126 たしかめようの問題に取り組む。 
 ※時間が余ったら、p.127 を読ませ、考えさせる。 
  
 
 
 
 

複雑な図形の体積の求め方を考えよう。 

・自由に計算の仕方を考えさせましょう。そして、どのやり方・考え方が速く、簡単・正確かを突き詰めていきまし

ょう。すると、底面積×高さという考え方が最も適していることに気がつきます。 

・ワークシートの図に自由に書きこませるとよいでしょう。 

複雑な図形も、角柱とみて底面積×高さをすれば体積を求

めることができる。 



 
２２－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

・立体を二つの角柱にかけて計算するとよい。。 
  ・欠けている部分を底面積にし、面積の求め方を活用して計算するとできる。



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.125４  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

どうやって求めることができるか。 

p.126 たしかめよう △１ 
① ② 

③ ④ 

△２ △３ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

複雑な図形の体積の求め方を考えよう。 
 

p.125４  

 

複雑な図形も、角柱とみて底面積×高さをすれば体積を求めることができる。 
 

どうやって求めることができるか。 

（略） 

p.126 たしかめよう △１ 
① ② 

③ ④ 

△２ △３㋐と㋑ 



２２－２ ９.およその面積と体積を求めよう（１／２） Ｐ１２８～Ｐ１３０ 

 
目標   ・身のまわりにある形の概形を捉え、面積や体積を求めることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(２５分) 
 →ワークシート 
 
５．(３５分) 
 →ワークシート 
 
６．(４５分) 
 →ワークシート 
 

１．問題を提示する。 
 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.128１の問題に取り組む。 
  東京ドームのおよその面積ははどうやって求めることができるだ

ろう。 
  ・正確には求められないから、大体の形から面積を求めるといい。 
  ・正方形のように見えるから、一辺の長さがわかると求められる。 
 
４．p.129△１の問題に取り組む。 
 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
６．p.130２、△３の問題に取り組む。 
  
 
 
 

およその面積の求め方を考えよう。 

・およその面積を求めるためには、「見立てる」ことが大事です。これまでに習った形を想起させ、

そこから面積や体積を求められるようにしましょう。 

・実際に、自分の持ち物の面積や体積を求めることで、楽しみながら学習理解を深めることができ

ます。 

身のまわりのいろいろなものも、面積の求め方がわかって

いる図形とみることで、およその面積を求められる。 



 
２２－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.128１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

式 

答え 

p.130１ 

阪神甲子園球場 豊似湖 

① 

△３① 

式 

答え 

p.129△１  

式 

答え 

△３② 

式 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

およその面積の求め方を考えよう。 
 

p.128１  

 

身のまわりのいろいろなものも、面積の求め方がわかっている図形とみることで、およその面積

を求められる。 
 

式 ２２０×２２０ 

答え 約４８４００㎡ 

p.130１ 

阪神甲子園球場 
（２８０＋１２０）×２００÷２ 
Ａ．約４００００㎡ 

豊似湖 
２８０×３００÷２ 
Ａ．約４２０００㎡ 

①直方体（四角柱） 

△３① 

式 ７×７×２０ 

答え ９８０㎤ 

p.129△１  

式 １１×２２×３０ 

答え 約７２６０㎤ 

△３② 

式 ６×６×３．１４×８ 

答え 約９０４㎤ 



２３－１ ９.およその面積と体積を求めよう（２／２） Ｐ１３１～Ｐ１３３ 

 
目標   ・およその面積や体積の求め方を既習事項と活用して考えることができる。 

（思考・判断・表現） 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（２０分） 
→ワークシート 

 
 
３．(３０分) 
 →ワークシート 
 
４．(４５分) 
 →教科書・ノート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.131①～③の問題に取り組む。 
  北海道のおよその面積を地図から求めましょう。 
 
 
３．p.132 の問題に取り組む。 
  田沢湖のおよその面積を求めましょう。 
 
４．p.133 おぼえているかなの問題に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 

およその面積の求め方を活用して問題を解こう。 

・縮尺の考え方とあわせることで、地図からおよその面積を求めることができることに気付かせま

しょう。 

・いろいろな図形にあてはめて考えてみましょう。 



 
２３－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.131 

月  日( ) 時間目 名前 

 

①必要な長さ  

① 

p.132  

②式 

答え 

③式 

答え 

②式 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

およその面積の求め方を活用して問題を解こう。 
 

p.131 

 

①必要な長さ 底辺９．５ｃｍ 高さ７㎝ 

①円 or 正方形 

p.132  

②式 （底辺）９．５×５００００００ （高さ）7×５００００００ 

答え ４７５０００００ｃｍ          ３５０００００ｃｍ 

③式 ４７５×３５０÷２ 

答え ８３１２５㎢ 

②式 ３×３×3.14[ 

答え ２８．２６㎢ 



２３－２ ●考える力をのばそう Ｐ１３４～Ｐ１３５ 

 
目標   ・身のまわりにある形の概形を捉え、面積や体積を求めることができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
４．(４０分) 
 →ワークシート 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 
 

１．問題を提示する。 
 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.134１の問題に取り組む。 
  どうすれば、解くことができるだろう。 
  ・最小公倍数の考え方を活用する。 
  ・道路全体を１とみて、単位量当たりの大きさを考える。 
 
４．p.135２の問題に取り組む。 
 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
  
  
 
 
 
 

これまでの学習を生かして、問題を解こう。 

・この内容はとても難しい内容のため、実態によっては一緒に考えるなどして、分数を活用して問

題を解くことができることを理解できるように促しましょう。 

・図や数直線を用いて考えることで、理解を深めることができます。 

全体を１とみて、公倍数の考え方を使うことで求めること

ができる問題がある。 



 
２３－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.134１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

①どうやって求めることができるか。 

p.135２ 

どうやって求めることができるか。 

② 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

これまでの学習を生かして、問題を解こう。 
 

p.134１  

 

全体を１とみて、公倍数の考え方を使うことで求めることができる問題がある。 
 

①どうやって求めることができるか。 

  

p.135２ 

どうやって求めることができるか。 

② 



２４－１ １０.比例の関係をくわしく調べよう（１／７） Ｐ１３８～Ｐ１４０ 

 
目標   ・比例の性質について理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
 Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
５．(３５分) 
 →ワークシート 
 
６．（４５分） 
 →ワークシート 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.138１の問題に取り組む。 
  比例する２つの数量の関係には、どんな性質があるだろう。 
  ・比例はある数を２倍、3 倍…するともう一つの数も 2 倍、3 倍

…になるということだった。 
  ・倍は整数だけではなく、小数や分数でも表せるのではないか。 
   
４．P.139２の問題に取り組む。 
  ①、②の問題を解きましょう。 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
６．p.140△１の問題に取り組む。 
 

比例する２つの数量の関係には、どんな性質があるか調べよう 

・児童はすでに比例の性質を学び、ｘが２倍、3 倍になるとｙも２倍、3 倍になることは理解してい

ます。今回は、表の途中の数字と途中の数の変化から、さらにくわしく数の変化する様子を調べ

ます。 

・表の数が→の方向に行くことでどのような数に変わっているか、それは何倍ということなのか考

えさせましょう。 

ｙがｘに比例するとき、ｘの値が□倍になると、それに対応

するｙの値も□倍になる。 



 
２４－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
       ※ｘとｙはどんな関係になっているか、→を書きこんだりしながらまとめよう。 
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

p.139２② 

 

p.138１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.139２① 

あ  い  う  

p.140△１ 

① 
② ㋐     ㋑      ㋒ 

③(３ｃｍのとき)式 

答え 

③(７ｃｍのとき)式 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
       ※ｘとｙはどんな関係になっているか、→を書きこんだりしながらまとめよう。 
   
  
         ※略  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.139２② 

比例する２つ数量の関係には、どんな性質があるか調べよう 

 

p.138１  

ｙがｘに比例するとき、ｘの値が□倍になると、それに対応するｙの値も□倍になる。 
 

p.139２① 

あ ５／３倍 い ２／３倍 う ５／６倍 

p.140△１ 

① 比例している 

ｘが１／３倍しているとｙも

１／３し、ｘが２／３倍する

とｙ２／３になるから。 

② ㋐1/3 倍  ㋑2/3 倍 ㋒2/3 倍 

③(３ｃｍのとき)式６×３＝１８ ６×７＝42 

42÷18=7/3 答え 7/3 倍 

③(７ｃｍのとき)式 ６×７＝４２ 

答え ４２㎤ 



２４－２ １０.比例の関係をくわしく調べよう（２／７） Ｐ１４１～Ｐ１４２ 

 
目標   ・比例の関係を式に表すことができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
 Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
６．（４５分） 
 →ワークシート 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.141１の問題に取り組む。 
  この表のｘとｙの関係を、式に表すとどうなるだろうか。 
  ・ｙは決まった数(４)×ｘ 
  ・ｙ÷ｘをすると、いつも４になる。４が決まった数になる。 
  ・ｘ×４＝ｙになる。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
５．p.142２の問題に取り組む。 
  ①、②の問題を解きましょう。 
 
 
６．p.142△１の問題に取り組む。 
 

ｘとｙを使って、比例の関係を式に表そう。 

・これまで、比例の学習では表を横方向に見て、上の数が 2 倍、3 倍になるとき下の数も２倍、３

倍になると捉えてましたが、今回は縦方向に見て、ｘとｙの関係を捉えていきましょう。 

・表の見方・考え方を場合によっては助言しながら思考を広げていきましょう。 

ｘとｙの比例の関係は、次のような式で表すことができる。

ｙ÷ｘ＝決まった数  ｙ＝決まった数×ｘ 



 
２４－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 この表のｘとｙの関係を、式に表すとどうなるだろうか。 
  ・ｙは決まった数(４)×ｘ 
  ・ｙ÷ｘをすると、いつも４になる。４が決まった数になる。 
  ・ｘ×４＝ｙになる。 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.141１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.142２ 

① 

 

② 

ｘとｙを使って、式に表そう。どうして、その式を立てたか、考えも書こう。 

p.142△１ 

説明 

 
 
 

式 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

ｘとｙを使って、比例の関係を式に表そう。 

 

p.141１  

ｘとｙの比例の関係は、次のような式で表すことができる。 
ｙ÷ｘ＝決まった数  ｙ＝決まった数×ｘ 
 

p.142２ 

①比例する 

 

②ｙ＝５×ｘ 

ｘとｙを使って、式に表そう。どうして、その式を立てたか、考えも書こう。 
 
略 

p.142△１ 

説明 
ｘの値が２倍、3 倍になると、ｙの値も２

倍、3 倍になるから。 
ｙ÷の値がいつも２になっているから 

式ｙ＝２×ｘ 



２５－１ １０.比例の関係をくわしく調べよう（３／７） Ｐ１４３～Ｐ１４４ 

 
目標   ・比例の関係をグラフに表して考察し、比例のグラフの特徴を理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 
 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.143１①～③の問題に取り組む。 
  比例の関係をグラフに表しましょう。 
   
 
 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
５．p.141１④～⑥の問題に取り組む。 
  ④～⑥の問題を解きましょう。 
 
 
 
 

比例の関係をグラフに表し、考えよう。 

・比例の関係の表をグラフに表します。数値から点を取り、その点を結び付けます。０を通ること

を忘れてしまうことがないように、声掛けをしましょう。 

・グラフに表すことで、ｘやｙの値が整数でない場合のもう一方の値も読み取れるよさを感じさせ

ましょう。 

比例する２つの数量の関係を表すグラフは、直線になり、０

の点を通る。 



 
２５－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.143１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

③ 

④ 
ｘ＝2.5 のときｙ＝ 
ｙ＝30 のときｘ＝ 

⑤ 
 

⑥ｘ＝8 のとき 
 
ｙ＝1.2 のとき 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

比例の関係をグラフに表し、考えよう。 

 

p.143１  

比例する２つの数量の関係を表すグラフは、直線になり、０の点を通る。 
 

③ 
一直線上にならん

でいる 

④ 
ｘ＝2.5 のときｙ＝１０ 
ｙ＝30 のときｘ＝7.5 

⑤４ずつ増える 
ｘ＝１のときのｙの値と

同じ。 

⑥ｘ＝8 のとき 
ｙ＝４×８＝３２ 
ｙ＝1.2 のとき 
ｙ＝４×１．２＝４．８ 



２５－２ １０.比例の関係をくわしく調べよう（４／７） Ｐ１４５～Ｐ１４６ 

 
目標   ・比例の関係をグラフに表して考察し、比例のグラフの特徴を理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（２５分） 
→ワークシート 

 
 
３．(４５分) 
 →ワークシート 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．P.145△１の問題に取り組む。 
  時間と道のりの関係をグラフに表そう。 
   
 
３．P.146２の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

比例の関係のグラフへの理解を深めよう。 

・既習の内容も比例のグラフで表したり考えたりできることに気付かせましょう。 

・グラフを考察することで、様々なことがわかることに気付かせましょう。 



 
２５－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.145△１ 

月  日( ) 時間目 名前 

①  
 

③ 
 

① 

② 

p.146２ 

②  
 

③ 

④ 

 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

比例の関係のグラフへの理解を深めよう。 

 

p.145△１ 

① 兄さん  
 

③1 時間 30 分＝７５ｋｍ １２５ｋｍ＝2 時間 30 分 
 

①ｙ＝５０×ｘ 

② 

p.146２ 

② 2 分 
 

③ ４００ｍ 

④４００×２＝８００ 

 ８００ｍはなれている。 



２６－１ １０.比例の関係をくわしく調べよう（５／７） Ｐ１４７～Ｐ１５３ 

 
目標   ・比例を活用して、問題を解決する。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(３０分) 
 →ワークシート 
 
６．(４５分) 
 →ワークシート、教科書 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.147１の問題に取り組む。 
  300 枚の画用紙を用意するには、どうしたらよいでしょう。 
  ・比例の表に表す。 
  ・1 枚の大きさを求めて、300 枚の重さを計算する。 
 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 
 
５．p.152２・３の問題に取り組む。 
 
 
６．p.153△１～４の問題に取り組む。 
  ※△２は、教科書に直接書きこみさせましょう。 
 
 
 

比例の関係を使って、問題を解こう。 

・比例を活用することで、様々な場面での問題を解けるようになることに気付かせましょう。 

・簡単な表に表すことで、比例の関係になっていることに気付かせましょう。 

比例の関係を使うことで、答えを求めることができる。 

10 枚で 92ｇの画用紙があります。300 枚の画用

紙を、数えずに用意するにはどうしたらいいか。 



 
２６－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  ・比例の表に表す。 
  ・1 枚の大きさを求めて、300 枚の重さを計算する。 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.147１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

２式 

 

答え 

△１①            ② 

△３①          ②         ③ 

10 枚で 92ｇの画用紙があります。300 枚の画用紙を、数えずに用意する

にはどうしたらいいか。 

この画用紙 10 枚の厚さは２㎜ありました。このことをもとにして、300 枚

用意する方法を説明しましょう。 

p.152  
３式 

 

答え 

p.153 

△４①式            ②式      

  答え            答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

比例の関係を使って、問題を解こう。 

 

p.147１  

比例の関係を使うことで、答えを求めることができる。 
 

２式 

 

答え 

△１①比例していない     ②比例している 

△３① 円周の長さ   ② 歩いた道のり ③ 面積 

10 枚で 92ｇの画用紙があります。300 枚の画用紙を、数えずに用意する

にはどうしたらいいか。 

この画用紙 10 枚の厚さは２㎜ありました。このことをもとにして、300 枚

用意する方法を説明しましょう。 

p.152  
３式 

 

答え 

p.153 

△４①式 やり方は様々     ②式  やり方は様々 

  答え 約 8.1ｍ       答え 約４８ｇ  



２６－２ １０.比例の関係をくわしく調べよう（６／７） Ｐ１５４～Ｐ１５９ 

 
目標   ・反比例の意味や性質、式の表し方を理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
 
４．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(３０分) 
 →ワークシート 
 
６．(４０分) 
 →ワークシート 
７．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.155１の問題に取り組む。 
  比例の表と、どのような違いがありますか。 
  ・比例はｙが２倍、3 倍になっていたが、これは逆に小さい数に

なっている。 
  ・１／２倍、１／３倍になっている。 
 
４．P.157２の問題に取り組む。 
  ｘが１／２倍、１／３倍…になるとき、ｙの値はどうなりますか。 
  ・今度は逆に、ｙが２倍、３倍…になっている。 
 
５．P.157△２の問題に取り組む。 
 
６．p.158３の問題に取り組む。 
 
７．学習のまとめをする。 
 
 

比例とはちがう２つの数量の関係について、考えよう。 

・反比例の性質が理解できるよう、比例と比較しながら考えさせましょう。 
 

・表の変化の様子に気付けるように、大型の表を用意する等して進めましょう。 

ｘが 2 倍、３倍…になるとｙが１／２倍、１／３倍…にな

る関係を反比例といい、その関係はｙ＝決まった数÷ｘで

表すことができる。 



 
２６－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
               ※表の関係を→をかきこんだりしながら考えよう。 
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.155１  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.158３ 

p.157△２ 表の空いているところを書きましょう。 

① 

④ｘ＝2.5      ｘ＝８        ｘ＝１０ 

 ｙ＝        ｙ＝        ｙ＝ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
               ※表の関係を→をかきこんだりしながら考えよう。 
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

比例とはちがう２つの数量の関係について、考えよう。 

 

p.155１  

ｘが 2 倍、３倍…になるとｙが１／２倍、１／３倍…になる関係を反比例といい、その関係はｙ＝

決まった数÷ｘで表すことができる。 
 

p.158３ 

p.157△２ 表の空いているところを書きましょう。 

① 

④ｘ＝2.5      ｘ＝８        ｘ＝１０ 

 ｙ＝２４     ｙ＝7.5        ｙ＝６ 



２７－１ １０.比例の関係をくわしく調べよう（７／７） Ｐ１５９～Ｐ１６１ 

 
目標   ・反比例のグラフについて知り、問題場面を解決することができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（１０分） 
 →教科書とノート 
 
２．（１２分） 
→ワークシート 

 
 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
４．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
 
５．(３０分) 
 →ワークシート 
 
 
６．(４５分) 
 →ワークシート 

１．前時の復習をする。 
  p.159△３の問題を解きましょう。 
 
２．問題を提示する。 
 
 
 
３．学習のめあてを伝える 
 
 
４．p.160４の問題に取り組む。 
  表を、グラフに表すとどのような特徴があることに気付きますか。 
  ・反比例は、比例と違って一直線ではない。 
  ・反比例は０を通らず、曲線になっている。 
 
５．学習のまとめをする。 
   
 
 
６．p.161 たしかめようの問題に取り組む。 
 

反比例のグラフは、どのような特徴があるのか調べよう。 

・反比例のグラフは、比例とは大きく違うことを実際にかかせて気付かせましょう。 
・学習内容が定着しているか、机間指導等で確認しましょう。 

・グラフに表すと同時に、どうして反比例は０の位置を通らないのかを考えさせると学びが深まり

ます。 

反比例のグラフは比例とは違い、０を通らずに曲線のグラ

フになる。 



 
２７－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.160４  

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.161 たしかめよう 

 

①○あ           ○い   

②○あ                ○い  

③ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

反比例のグラフは、どのような特徴があるのか調べよう。 

 

p.160４  

反比例のグラフは比例とは違い、０を通らずに曲線のグラフになる。 
 

p.161 たしかめよう 

例 

一直線でない 

０の点を通らない 

 

①○あ  比例している ○い  比例していない 

②○あ  ｙ＝５×ｘ         ○い  ｙ＝２４÷ｘ 

③ キ 



２７－２ １１.順序よく整理して調べよう（１／３） Ｐ１６５～Ｐ１６８ 

 
目標   ・順列について、落ちや重なりのないように調べる方法を理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
５．(４０分) 
 →ワークシート 
６．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.165１の問題に取り組む。 
  どのようにすると、効率よく整理することができるだろう。 
  ・4 人を記号で表して、思いつくままに当てはめる。 

・表や図に整理して、落ちや重なりがないようにする。 
 
４．p.167２の問題に取り組む。 
 
５．p.168３の問題に取り組む。 
 
６．学習のまとめをする。 
 
 

順序を考え、整理する方法を考えよう。 

・落ちや重なりがないように気を付けることを徹底しましょう。 
・記号で表して、図や表にまとめることが便利ということに気付かせましょう。 

・図や表に整理するのが困難な場合には、カードなどの具体物を操作しながら取り組ませるとよい

でしょう。 

並べ方を調べるときは、図や表に表して順序よく調べると

よい。(樹形図) 



 
２７－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
     ※どのような方法がよいでしょう。P.166 を参考にしながら考え、実際に全ての並べ方を書

きましょう。 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.165１ 

月  日( ) 時間目 名前 

p.167２ 

1 番目がアの場合の並べ方     通り  全ての並べ方     通り 

 

p.168３ 

     通り 

     通り 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
     ※どのような方法がよいでしょう。P.166 を参考にしながら考え、実際に全ての並べ方を書

きましょう。 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

順序を考え、整理する方法を考えよう。 

 

p.165１ 

p.167２ 

1 番目がアの場合の並べ方   ６ 通り  全ての並べ方  ２４ 通り 

並べ方を調べるときは、図や表に表して順序よく調べるとよい。(樹形図) 
 

p.168３ 

  １２ 通り 

  ８  通り 



２８－１ １１.順序よく整理して調べよう（２／３） Ｐ１６９～Ｐ１７１ 

 
目標   ・組み合わせについて、落ちや重なりのないように調べる方法を理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
４．(３０分) 
 →ワークシート 
５．(４０分) 
 →ワークシート 
６．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．P.169１の問題に取り組む。 
  並べ方とちがうところは何だろう。 
  ・並べ方は、重なることがなかったが、組み合わせは重ならない

ように気をつけないといけない。 
 
４．P.171△１の問題に取り組む。 
 
５．P171△２の問題に取り組む。 
 
６．学習のまとめをする。 
 
 

組み合わせを考え、整理する方法を考えよう。 

・組み合わせでは、重なりを省く必要があります。重なっている組み合わせはないか、樹形図や表

から読み取れるようにしましょう。 
 

・図や表を書き、重なりに気付かせましょう。 

組み合わせを調べるときも並べ方を調べるときと同じよう

に、図や表に表して順序よく調べるとよい。 



 
２８－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
      
       p.170 を参考にしながら、どんな方法があるか考え、全ての組み合わせを書きましょう。 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.169１ 

月  日( ) 時間目 名前 

p.171△１ 

全ての組み合わせ     通り 

 

p. 171△２ 

     通り 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
      
       p.170 を参考にしながら、どんな方法があるか考え、全ての組み合わせを書きましょう。 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

組み合わせを考え、整理する方法を考えよう。 

 

p.169１ 

p.171△１ 

全ての組み合わせ   ６ 通り 

組み合わせを調べるときも並べ方を調べるときと同じように、図や表に表して順序よく調べるとよ

い。 
 

p. 171△２ 

  １０ 通り 



２８－２ １１.順序よく整理して調べよう（３／３） Ｐ１７２～Ｐ１７３ 

 
目標   ・学習内容を活用して、問題を解くことができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント        

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
 →ワークシート 
 
 
２．（１７分） 
→ワークシート 

 
３．(３５分) 
 →ワークシート 
 
４．(４５分) 
 →ワークシート 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
 
２．P.172 いかしてみようの問題に取り組む。 
 
 
３．P.173 たしかめようの問題に取り組む。 
 
 
４．P173 つなげてみようの問題に取り組む。 
 
 
 
 

学習内容を生かして、問題を解こう。 

・学習内容が定着しているか、机間指導をしながら確認しましょう。 
 

・図や表を使ったり、場合によっては具体物を使ったりしながら理解が深まるように支援しましょ

う。 



 
２８－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
      
   
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 

p.172 

月  日( ) 時間目 名前 

p.173 たしかめよう 

①○Ａ       ○Ｂ       ○Ｃ  

p. 173 つなげてみよう 

△２ 

② 

③ 

△１ 

 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
      
   
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

 

p.172 

p.173 たしかめよう 

①○Ａ  ３つ   ○Ｂ   ２つ  ○Ｃ   ２つ 

p. 173 つなげてみよう 

△２ 

 60 円  110 円 

150 円 510 円 

550 円 600 円 

②  12 通り 

③ 略  24 通り 

△１  

   6 通り 

 ㋑ ㋒ 



２９－１ ●.考える力をのばそう（１／１） Ｐ１７４～Ｐ１７５ 

 
目標   ・数量関係や規則性を見つける能力を伸ばす。（思考・判断・表現） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(３５分) 
 →ワークシート 
 
 
４．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.174 の問題に取り組む。 
  ※教科書を見ずに解いてみる。教科書はわからないときに見る程

度にする。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 

図や表に表して、問題を解こう。 

・比例ではなく、定量で増える数量の関係について表をもとに式を立てる方法を考えられるように

しましょう。 
 

・実際に図の続きを書かせてもよいでしょう。図や表にする中で、計算の仕方や式の立て方を考え

させましょう。 

図や表から増え方のきまりを見つけることで、式にも表し

て考えることができる。 



 
２９－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
  
 

 めあて 

 
 
 
 
 

 
 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 

 
 

 ※⑤を解いたら、教科書 p174～175 を参照しましょう。 
  

p.174 

月  日( ) 時間目 名前 

①段の数をｘ段、板の数をｙ枚として、１段め、２段め…と、6 段めまで順に

板の数を求めましょう。 

 

②板の数ｙは、段の数ｘに比例していますか。           

④21 段目に並ぶ板の数を、見つけた関係を使って求めましょう。 

 

③段の数が１増えると、板の数はどうなっていますか。          

 段の数と板の数を比べるとどんな関係になっていますか。                

⑤50 段目に並ぶ板の数を、見つけた関係を使って求めましょう。 



 
 

 
 
 
 
 
  
 

 めあて 

 
 
 
 
 

 
 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 

 
 

 ※⑤を解いたら、教科書 p174～175 を参照しましょう。 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.174 

①段の数をｘ段、板の数をｙ枚として、１段め、２段め…と、6 段めまで順に

板の数を求めましょう。 

図や表から増え方のきまりを見つけることで、式にも表して考えることができる。 
 

②板の数ｙは、段の数ｘに比例していますか。   比例していない 

④21 段目に並ぶ板の数を、見つけた関係を使って求めましょう。 

図や表に表して、問題を解こう。 

 

③段の数が１増えると、板の数はどうなっていますか。 ２ずつ増えている 

 段の数と板の数を比べるとどんな関係になっていますか。    差が１つずつ増えている 

⑤50 段目に並ぶ板の数を、見つけた関係を使って求めましょう。 

 １＋２×（５０－１）＝９９     ９９枚 

７ ９ 11 

 
 
                              ４１枚 



２９－２ １２.データの特ちょうを調べて判断しよう（１／６） Ｐ１７８～Ｐ１８１ 

 
目標   ・代表値の平均や最頻値について理解し、ドットプロットを活用する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
 
４．(４０分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(４５分) 
 →ワークシート 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.178１の問題に取り組む。 
  どのクラスがよく跳べているか、比べる方法はありますか。 
  ・回数がバラバラなので、回数を合わせるとよい。 

・平均を求めて、その値で比べる。 
 
４．p.180２の問題に取り組む。 
  数値のちらばりを、ドットプロットに表しましょう。 
 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 

どうやって比べるとよいか、考えよう。 

・平均で比べることはすでに学習しています。ここではさらに平均値、最頻値というデータの見方

を身に付けさせるようにしましょう。 

・ドットプロットを通して、視覚的にデータを読み取ることができることに気付かせましょう。 

集団のデータの平均を集団のデータの平均値といい、それ

によって比べられる。また、データの中で最も多く出てくる

値を最頻値、またはモードという。 



 
２９－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

 

p.178１ 

月  日( ) 時間目 名前 

p.180２ 

 

③ 1 組 式 

    答え 

  2 組 式 

    答え 

  3 組 式 

    答え 

④ 

⑤2 組     3 組     

①③ 

②1 組多    少     2 組多    少     3 組多    少     



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

どうやって比べるとよいか、考えよう。 

 

p.178１ 

p.180２ 

集団のデータの平均を集団のデータの平均値といい、それによって比べられる。また、データの中

で最も多く出てくる値を最頻値、またはモードという。 
 

②1 組多 70 少 55  2 組多 71 少 53  3 組多 73 少 40  

③ 1 組 式  式略 

    答え ６２回 

  2 組 式 

    答え ６２回 

  3 組 式 

    答え ６１回 

④いえない 

⑤2 組  ５６回  3 組  ７０回  

①③ 



３０－１ １２.データの特ちょうを調べて判断しよう（２／６） Ｐ１８２～Ｐ１８３ 

 
目標   ・データを度数分布表に整理する方法を理解し、読み取ることができる。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント        

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(４０分) 
 →ワークシート 
 
４．(４５分) 
 →ワークシート 
 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.182３の問題に取り組む。 
  とんだ回数を５回ずつに区切って、日数を整理しよう。 
 
４．学習のまとめをする。 
 
 

それぞれのクラスのとんだ回数を表に整理しよう。 

・以上、以下、未満の使い方を確認し、度数分布表に正しく表せるようにしましょう。 
・新しい用語を確実に押さえましょう。 

・度数分布表に表し、読み取ることを通して様々なデータの特徴を読み取れることのよさに気付か

せましょう。 

集団のデータの平均を集団のデータの平均値といい、それ

によって比べられる。また、データの中で最も多く出てくる

値を最頻値、またはモードという。 



 
３０－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.182３ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

③    階級の幅         

度数が３日の階級                  

⑤１組      ２組     ３組 

① 

② ④ 

⑤度数の合計 １組      ２組     ３組 

 割合  

⑦４番目           ８番目 

 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.182３ 

集団のデータの平均を集団のデータの平均値といい、それによって比べられる。また、データの中

で最も多く出てくる値を最頻値、またはモードという。 
 

③    階級の幅   55 回以上 60 回未満  

度数が３日の階級   65 回以上 70 回未満   

⑤１組 ３日  ２組  ４日  ３組  ６日 

①60 回以上 65 回未満 

② ④ 

⑤度数の合計 １組  ４日  ２組 ８日  ３組 ６日 

 割合     約 27％    約 57％   約 35％ 

⑦４番目 60 回以上 65 回未満 ８番目 60 回以上 65 回未満 

それぞれのクラスのとんだ回数を表に整理しよう。 

 



３０－２ １２.データの特ちょうを調べて判断しよう（３／６） Ｐ１８４～Ｐ１８６ 

 
目標   ・柱状グラフ（ヒストグラム）の読み方、かき方や中央値について知る。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
４．(３８分) 
 →ワークシート 
 
５．（４３分） 
 →ワークシート 
 
 
 
６．（４５分） 
 →教科書の確認 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.184４①～④の問題に取り組む。 
   
４．p.184４⑤～⑦の問題に取り組む。 
 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
 
６．代表値について確認する。 

柱状グラフ（ヒストグラム）を使って、ちらばりの様子を調べよう。 

・これまでの表や図と比べて、ヒストグラムはどのようなよさがあるかを考えさせましょう。 
・用語が混同することがないよう、整理しましょう。 

・ヒストグラムを実際にかくことで、ひと目で表せるよさに気付かせましょう。 

柱状グラフ（ヒストグラム）を使うと、全体のちらばりの様

子がひと目でわかる。データの値を大きさの順に並べたと

きの紂王の値を中央値（メシアン）という。 



 
３０－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.184１ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

②1 組       2 組       3 組       
                                           

③ 

④ 

 

⑥       ⑦ 

 

⑤式 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.184１ 

柱状グラフ（ヒストグラム）を使うと、全体のちらばりの様子がひと目でわかる。データの値を大

きさの順に並べたときの紂王の値を中央値（メシアン）という。 

②1 組       2 組       3 組       
                                           

③いずれも 60 回以上 65 回未満 

④ 

 

⑥ 62 回 ⑦ ２組：65 回 ３組：60 回 

柱状グラフ（ヒストグラム）を使って、ちらばりの様子を調べよう。 

 

⑤式  

答え 



３１－１ １２.データの特ちょうを調べて判断しよう（４／６） Ｐ１８７～Ｐ１８８ 

 
目標   ・データの特徴や傾向を読み取って問題に対する結論を考え、判断する。（思考・判断・表現） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
４．(４０分) 
 →ワークシート 
 
５．（４５分） 
 →ワークシート 
 
 
 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.187５の問題に取り組む。 
   
４．p.188６の問題に取り組む。 
 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
 

これまでの学習を生かしながら、データの整理をしよう。 

・これまで調べてきたことを一覧の表にして比べることで、自分の考えを明確にして判断すること

ができることを感じられるようにしましょう。 
 

・自分で賞を考える活動を通して、データを整理して自分なりの捉え方ができるように支援しまし

ょう。 

データの特ちょうを図や表などに整理して考えることで、

いろいろな見方・考え方を広げることができる。 



 
３１－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.187５ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

優勝すると予想したクラス 

組 
理由 

① ② 

① p.188６ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.187５ 

データの特ちょうを図や表などに整理して考えることで、いろいろな見方・考え方を広げることがで

きる。 
 

これまでの学習を生かしながら、データの整理をしよう。 

 

優勝すると予想したクラス 

組 
理由 

① ② 

① p.188６ 



３１－２ １２.データの特ちょうを調べて判断しよう（５／６） Ｐ１９０～Ｐ１９１ 

 
目標   ・既習のグラフを組み合わせたグラフの読み方を理解する。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 →ワークシート 
 
４．(４０分) 
 →ワークシート 
 
５．（４５分） 
 →ワークシート 
 
 
 
 

１．問題を提示する。 
 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
３．p.190１の問題に取り組む。 
   
４．p.191 いろいろなグラフの問題に取り組む。 
 
 
５．学習のまとめをする。 
 
 
 
 

グラフからいろいろなことを読み取ろう。 

・これまでに読み取ったことがない様々な形状のグラフも、そのデータの特徴をこれまでの学習と

関連させて読み取ることで活用できることに気付かせましょう。 
 

・社会生活の中では様々なグラフが活用されていることに触れる中で、数学的な考え方のよさを味

わせましょう。 

グラフには様々なものがあり、たくさんの情報を読み取る

ことができる。 



 
３１－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.191１ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

①  1975 年     2015 年 

                 

② 

p.191 いろいろなグラフ 

③ 

④ 

① ② 

③ ④1.2kg 

  ６kg 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.191１ 

グラフには様々なものがあり、たくさんの情報を読み取ることができる。 
 

グラフからいろいろなことを読み取ろう。 

 

①  1975 年     2015 年 

  25～29 才     40～44 歳  

②略        略 

  

p.191 いろいろなグラフ 

③ 約 11000 万人 

  約８％ 

④ 

年々大きくなっている。 

① 8 時８分 ③ 西山駅 8 時 22 分 

② ２分間 ④1.2kg 500 円 

  ６kg 700 円 



３２－１ １２.データの特ちょうを調べて判断しよう（６／６） Ｐ１９４～Ｐ１９５ 

 
目標   ・既習のグラフを組み合わせたグラフの読み方を理解する。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント 

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（３０分） 
→ワークシート 

３．（４０分） 
 →ワークシート 
４．(４５分) 
 →教科書 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．P.194 たしかめようの問題に取り組む。 
 
３．全体で答え合わせをする。 
   
４．p.195 つないでいこう算数の目を確認する 
 
 
 

データの調べ方の理解を深めよう。 

・机間指導をしながら学習の理解を確かめ、つまずきがある場合には支援をしましょう。 
 

 



 
３２－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.194△１ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

①・② 

④階級 

 

 割合 

⑥ ㋐ （    ） 

  ㋑ （    ） 

  ㋒ （    ） 

③ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.194△１ 

データの調べ方の理解を深めよう。 

 

①・② 

④階級 

       5 分 

 割合 

       １８％ 

⑥ ㋐ （  〇 ） 

  ㋑ （  × ） 

  ㋒ （  〇 ） 

③ 



３２－２ １３.算数の学習をしあげよう（１／１２） Ｐ１９８～Ｐ１９９ 

 
目標   ・数の表し方と仕組みに関する学習内容を理解する。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
 Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
 
 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.198１の問題に取り組む。 
  エジプトで使われていた数字と今わたしたちが使っている数字を

比べて、どんなことに気が付きましたか。 
  ・数字の種類がたくさんあって、わかりづらい。 
  ・数をかくのが大変そう。 
 
３．p.199△１～４の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

数の表し方としくみについての理解を深めよう。 

・エジプト数字と位取り記数法を比べることで、位取り記数法のよさに気付かせましょう。 

・数量関係に対する理解が深まるよう、支援が必要な児童には位取り表を渡すなどの工夫をしまし

ょう。 



 
３２－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.198１ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

 

① p.199△１ ② 

③ ④ 

p.199△２ 
① ② 

③ ④ 

⑤ 

p.199△３ 

⑥ 

① ② 

③ ④ 

p.199△４ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.198１ 

 

例 
・数字の種類がたくさんあって、わかりづらい。 
・数をかくのが大変そう。 

①208050000 p.199△１ ②357 こ 

③6 億 ④4700 

p.199△２ 
①42.195 ②12.9 

③1230 ④0.0098 

⑤2/3 

p.199△３ 

⑥20 こ 

①0.125 ②1.8 

③7/10 ④2 と 3/100(203/100) 

p.199△４ 



３３－１ １３.算数の学習をしあげよう（２／１２） Ｐ２００～Ｐ２０１ 

 
目標   ・整数や小数、分数のたし算とひき算の理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
 
 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.200２の問題に取り組む。 
  □にあてはまる数字を書いて、もとにする数の何こ分かを考える

ことで、３＋２の計算で考えることができる式をつくろう。 
  ・３００＋２００は３＋２と同じ考え方だ。 
  ・小数や分数でも同じようにかんがえることができそうだ。 
 
３．p.200～201△５～１０の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

整数や小数、分数のたし算とひき算の理解を深めよう 

・整数、小数、分数のたし算とひき算の理解が確実に身に付いているか、机間指導をしながら確か

めましょう。 

・２の問題を通して、まとまりとして考えることができることを押さえましょう。 



 
３３－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 

p.200△５ 

p.200２ 

 

① 

p.201△７ ① 

② 

② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑧ ⑦ 

p.201△６ ① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑧ ⑦ 

② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

p.201△８ ① 

p.201△９ ① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑧ ⑦ 

p.201△10 ① 

③ 

② 

①７－３ 

 

 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.200△５ 

p.200２ 

月  日( ) 時間目 名前 

整数や小数、分数のたし算とひき算の理解を深めよう 

 

①11400 

p.201△７ ① 

②7.6 

②39500 ③1000 ④8103 

⑤700 ⑥5600 ⑧7746 ⑦687 

p.201△６ ①7.1 ②20 ③58.14 ④11.13 

⑤2.3 ⑥2.8 ⑧0.64 ⑦0.432 

② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

p.201△８ ①84 

p.201△９ ①497 ②850 ③11.75 ④20.1 

⑤1.6 ⑥13.3 ⑧2 ⑦2/3 

p.201△10 ①1500－x=700 

③x＋y=800 

②x＋150=y 

①７－３ 

 

 

解答 



３３－２ １３.算数の学習をしあげよう（３／１２） Ｐ２０２～Ｐ２０３ 

 
目標   ・整数や小数、分数のかけ算とわり算の理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
 
 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.202３の問題に取り組む。 
  上の問題と下の㋐～㋓のカードを正しく当てはめよう。 
  ・㋐と㋑のカードは式なので、問題をよく考えるとわかる。 
  ・㋒と㋓のカードは計算の仕組みについて書いているので、式か

ら考えるとどちらについて書いたものかわかる。 
 
３．p.203△１１～１４の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

整数や小数、分数のかけ算とわり算の理解を深めよう。 

・整数、小数、分数のかけ算とわり算の理解が確実に身に付いているか、机間指導をしながら確か

めましょう。 

・３の問題を通して、小数をかけたりわったりする計算は整数の計算でできることを確認しましょ

う。 



 
３３－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.203△11 

p.202３ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

① 

p.203△13 ① 

② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑧ ⑦ 

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

⑬ ⑭ ⑯ ⑮ 

② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

p.203△12 ① 

p.203△14 ① ② 

㋐ 

② 

③ ④ 

㋐ 

㋒ ㋓ 

問題１と問題

２にそれぞれ

当てはまるカ

ードを選び、線

で結びましょ

う。 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.203△11 

p.202３ 

整数や小数、分数のかけ算とわり算の理解を深めよう。 

 

①24702 

p.203△13 ①700 

②136268 ③34 ④8 

⑤20.8 ⑥6.12 ⑧8.33 ⑦6.608 

⑨1.2 ⑩3.5 ⑪3.2 ⑫5 

⑬4 ⑭2/3 ⑯9/4 ⑮1 

②72 ③4.8 

④180 ⑤2994 ⑥23.23 

p.203△12 

①87 

p.203△14 ①150×x=750 ②x×1.5=y 

㋐ 

②20 ③1/15 ④47/24 

㋐ 

㋒ ㋓ 

問題１と問題

２にそれぞれ

当てはまるカ

ードを選び、線

で結びましょ

う。 

⑰2/7 ⑱13/18 



３４－１ １３.算数の学習をしあげよう（４／１２） Ｐ２０４～Ｐ２０５ 

 
目標   ・数の性質や処理に関する学習内容の理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント 

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.204４の問題に取り組む。 
  ３つのヒントを出します。何の数字か当てましょう。 
  ①100 以上 120 未満です。 
  ②一番下の位の数を四捨五入すると、100 になります。 
  ③８の倍数です。 
  ・100～120 の数で四捨五入をして 100 になるのは、100～104 の

間の数だ。 
  ・100～104 の数で 8 の倍数になるのは、104 しかない。 
  偶数、奇数、倍数、約数、四捨五入、以上、以下、未満のキーワ

ードを使って、3 ヒントクイズを作りましょう。 
 
３．p.205△１５～２０の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

数についての理解を深めよう。 

・様々な数の性質や処理の仕方を理解し、活用することができているか机間指導をしながら確かめ

ましょう。 

・３ヒントクイズをつくることを通して、数の性質についての理解が深まるように支援しましょう。 



 
３４－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.205△15 

p.205△17 

p.204４ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

① ② ③ ④ 

① ② ③ 

p.205△19 ① 

p.205△20 あみさんの考え   
選んだ理由 

② 

③ ④ 

こうたさんの考え   
選んだ理由 

① p.205△18 

p.205△16 ① ② ③ 

先生クイズ 
①100 以上 120 未満です。 
②一番下の位の数を四捨五入

すると、100 になります。 
③８の倍数です。 

答え 

自分クイズ 答え     
ヒント① 

ヒント② 

ヒント③ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.205△15 

p.205△17 

p.204４ 

数についての理解を深めよう。 

 

①偶数 ②奇数 ③奇数 ④偶数 

①7 ②16 ③6 

p.205△19 ①47500 以上 48500 未満 

p.205△20 あみさんの考え  エ（ウ） 
選んだ理由 

②100000 

③400000 ④900000 

こうたさんの考え  ウ 
選んだ理由 

①24000 p.205△18 

p.205△16 ①8 ②15 ③40 

先生クイズ 
①100 以上 120 未満です。 
②一番下の位の数を四捨五入

すると、100 になります。 
③８の倍数です。 

答え 104 

自分クイズ 答え     
ヒント① 

ヒント② 

ヒント③ 



３４－２ １３.算数の学習をしあげよう（５／１２） Ｐ２０７～Ｐ２０８ 

 
目標   ・図形の性質についての理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 
  ※△３のみノート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.207１の問題に取り組む。 
  ①～④の問題を解きましょう。 
 
 
３．p.207、208 の△１～５の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

図形の性質について理解を深めよう。 

・それぞれの図形の性質や特徴について理解できているか、机間指導をしながら確かめましょう。 

・実際に図をかいたり頭の中で図形を動かしたりしながら図形の性質や特徴を身に付けられるよう

にしましょう。 



 
３４－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.208△２ 

p.207△１ 

p.207１ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

① ② ③ ④ 

線対称       点対称       

p.208△４ 

p.208△５ 

○あ  ○い  

p.208△３ ※ノートにかきましょう。 

○う  ○え  



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.208△２ 

p.207△１ 

p.207１ 

図形の性質について理解を深めよう。 

 

①90° ②正方形 ③平行 ④ひし形 
 長方形 
 正方形 

線対称  アウエ   点対称  イウエ   

p.208△４ 

p.208△５ 

○あ 50° ○い 110° 

p.208△３ ※ノートにかきましょう。 

○う 60° ○え 120° 



３５－１ １３.算数の学習をしあげよう（６／１２） Ｐ２０９～Ｐ２１０ 

 
目標   ・面積、体積についての理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント    

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
 
 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.20９２の問題に取り組む。 
  ２人の考え方を説明しましょう。 
  ・りくさんは、四角形を三角形２つに分けて計算している。 
  ・あみさんは、四角形の頂点を三角形の性質をもとに移動させて、

一つの大きな三角形として計算している。 
 
３．p.209 の△６～１０の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

面積、体積について理解を深めよう。 

・面積、体積の求め方について理解できているか、机間指導をしながら確かめましょう。 

・分けて考える、全体からひいて求める等々、様々な工夫ができたことを思い出させながら取り組

ませましょう。 



 
３５－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.210△10 

p.210△６ 

p.209２ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

① 

p.210△８ 

p.210△９ 

p.210△７ 

     

② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

①式 

答え 

②式 

答え 

①面積 

円周 

②面積 

 円周 

①式 

答え 

②式 

答え 

③式 

答え 

①式 

答え 

②式 

答え 

③式 

答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.210△10 

p.210△６ 

p.209２ 

面積、体積について理解を深めよう 

 

①10 ㎠ 

p.210△８ 

p.210△９ 

p.210△７ 

16 8 24 24 24 

②17.64 ㎠ ③12.5 ㎠ 

④５㎝ ⑤15 ㎠ ⑥60 ㎠ 

①式 

答え 

②式 

答え 

①面積 

 円周 

②面積 

 円周 

①式 

答え 

②式 

答え 

③式 

答え 

①式 

答え 

②式 

答え 

③式 

答え 



３５－２ １３.算数の学習をしあげよう（７／１２） Ｐ２１２～Ｐ２１３ 

 
目標   ・量の比べ方と単位についての理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.212１の問題に取り組む。 
  尺八の長さを、cm を使って表しましょう。 
  ・1 尺は約 30.3cm。 
  ・八寸は 3.03（一寸）の 8 倍だから 24.24cm。合わせると 54.54cm。 
 
３．p.212～213 の△１～３の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

面積、体積について理解を深めよう。 

・長さや量の単位について理解できているか、机間指導をしながら確かめましょう。 

・単位換算の考え方が身に付いているか、確認しながら活動を進めましょう。 



 
３５－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

p.212△１ 

p.212１ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

① 

p.213△３ 

p.213△２ ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

④ 

① ② 

⑧ 

⑤ ⑥ 

③ 

⑨ ⑩ 

⑦ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.212△１ 

p.212１ 

面積、体積について理解を深めよう。 

 

①cm 

p.213△３ 

p.213△２ ②m ③㎢ 

④㎠ ⑤ｇ ⑥kg 

④100 

①10 ②100 

⑧1000000 

⑤100 ⑥1000000 

③10000 

⑨1000 ⑩1000 

⑦1000 



３６－１ １３.算数の学習をしあげよう（８／１２） Ｐ２１４～Ｐ２１５ 

 
目標   ・変わり方と比例、反比例についての理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント        

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→教科書 

 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.214１の問題に取り組む。 
  ①②の問題を解きましょう 
 
 
３．p.214～215 の△１～４の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

変わり方と比例、反比例について理解を深めよう。 

・比例、反比例について理解できているか、机間指導をしながら確かめましょう。 

・表を活用しながら問題解決ができるか、確かめながら進めましょう。 



 
３６－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

       

       

       

       

       

       

p.215△４ 

p.215△３ 

p.214△１ 

p.214１ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

①比例…   ②反比例… 

p.215△２ 

②○あ         ○い  

③ 

㋐ 

① 

② 

① 

② 

㋑ 

㋒ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

一辺   x １ ２ ３ ４ ５ ６ 

面積   y １ ４ ９ １６ ２５ ３６ 

高さ   x １ ２ ３ ４ ５ ６ 

面積   y ２ ４ ６ ８ １０ １２ 

分速   x １ ２ ３ ４ ５ ６ 

時間   y ２０ １０  ５ ４  

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.215△４ 

p.215△３ 

p.214△１ 

p.214１ 

変わり方と比例、反比例について理解を深めよう。 

 

①比例… い  ②反比例… あ 

p.215△２ 

②○あ  y=20÷x ○い   y=40×x 

③ キ 

㋐ 

①㋑ 

②図形の縦の長さ 

① 

②２１本 

㋑ 

㋒ 

比例 

反比例 



３６－２ １３.算数の学習をしあげよう（９／１２） Ｐ２１６～Ｐ２１７ 

 
目標   ・速さ、単位量当たりの大きさについての理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント        

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.216２の問題に取り組む。 
  ①②③の問題を解きましょう 
 
 
３．p.217 の△５～８の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

速さや単位量当たりの大きさについて理解を深めよう。 

・速さ、単位量当たりの大きさについて理解できているか、机間指導をしながら確かめましょう。 

・数直線などを用いながら、式の立て方を考えることで単位量当たりの大きさで比べる意味を考え

させましょう。 



 
３６－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

p.217△８ 

p.217△７ 

p.217△５ 

p.216２ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.217△６ 

① ② 

②式 
 

答え 

③式             答え 

①式             答え 

②式             答え 

①式             答え 

②式             答え 

③式             答え 

④式             答え 

⑤式             答え 

①式             答え 

②式             答え 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.217△８ 

p.217△７ 

p.217△５ 

p.216２ 

速さや単位量当たりの大きさについて理解を深めよう。 

 

p.217△６ 

① ㋒ ②1 時間で進んだ道のりがいちばん長いから 

②式 
 

答え 

③式 ４×２       答え ８ｋｍ 

①式 ２８００÷７     答え ４００Ｌ 

②式 ４００×３６５    答え 146000Ｌ 

①式             答え 

②式             答え 

③式             答え 

④式             答え 

⑤式             答え 

①式             答え 

②式             答え 



３７－１ １３.算数の学習をしあげよう（１０／１２） Ｐ２１８～Ｐ２１９ 

 
目標   ・割合についての理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.218３の問題に取り組む。 
  ①②の問題を解きましょう 
 
 
３．p.219 の△９～１３の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

割合について理解を深めよう。 

・割合について理解できているか、机間指導をしながら確かめましょう。 

・数直線などを用いながら、式の立て方や割合の求め方を身に付けて問題を解けるように支援しま

しょう。 



 
３７－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

p.219△12 

p.219△11 

p.219△９ 

p.218３ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

p.219△10 

①㋐式             答え 

㋑式             答え 

② 式             答え 

① 

①式             答え 

②式             答え 

③式             答え 

① 

式              

答え 

② ③ ④ 

①式             答え 

②式             答え 

③式             答え 

④式             答え 

② ③ 

p.219△13 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.219△12 

p.219△11 

p.219△９ 

p.218３ 

割合について理解を深めよう。 

 

p.219△10 

①㋐式 １００÷２００     答え ０．５ 

㋑式 １００÷５００     答え ０．２ 

② 式 ４００×０．５     答え２００mL 

①１％ 

①式  ９００÷７５０    答え１２０％ 

②式  ９００×０．７５   答え６７５人 

③式  ９００÷０．３    答え３０００人 

①２／７ 

式   １０００×２／５ 

答え   ４００mL 

②１０％ ③105％ ④150％ 

①式  ３０×０．０７    答え ２．１ 

②式  ２÷５        答え ０．４ 

③式  １．５÷０．２５   答え ６ 

④式 ２０００×(１－０．２)  答え １６００ 

②５：３ ③５ 

p.219△13 



３７－２ １３.算数の学習をしあげよう（１１／１２） Ｐ２２１～Ｐ２２２ 

 
目標   ・データの活用に関する理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.221１の問題に取り組む。 
  ①②③の問題を解きましょう 
 
 
３．p.222 の△１の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 

データの読み取りの理解を深めよう。 

・データの活用について理解できているか、机間指導をしながら確かめましょう。 

・グラフの特徴を適切に読み取るだけでなく、目的に応じて適切に判断できるように支援しましょ

う。 



 
３７－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

p.222△１ 

p.221１ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

① 

㋐ 
① 

② 

③  

㋒ 

④ 

答え 

理由 

② 

③自分の考え 

㋑ 

㋓ 

⑴    ⑵   ⑶    ⑷ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.222△１ 

p.221１ 

データの読み取りの理解を深めよう。 

 

① ㋑ 

㋐棒グラフ 
① 

② 

③  ⑴ 

㋒円グラフ 

④ 

答え 正しくない。 

理由 

② 3 人 

③自分の考え   

例：あまり変わってないとはいえない。 

㋑折れ線グラフ 

㋓ヒストグラム(柱状グラフ) 

⑴ ㋑  ⑵ ㋐  ⑶ ㋒  ⑷ ㋓ 



３８－１ １３.算数の学習をしあげよう（１２／１２） Ｐ２２５～Ｐ２２７ 

 
目標   ・筋道を立てて考える方法の理解を深める。（知識・技能） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント       

  
 
  
 
Ⅲ 子供にさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.225１の問題に取り組む。 
  ①②の問題を解きましょう。 
 
 
３．p.226２の問題に取り組む。 
  ①～⑦の問題を解きましょう。 
 
 
 
 

筋道を立てて考えよう。 

・筋道を立てて考える方法を理解できているか、机間指導をしながら確かめましょう。 

・中学校の数学へとつなげるために、演繹的に考える力が身に付くように支援しましょう。 



 
３８－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

p.226２ 

p.225１ 

月  日( ) 時間目 名前 

 

① 

① 

② 

②    ６… 

     ５… 

(３０－１)… 

③ 

④ 

⑤ １… 

  ５… 

３０… 

⑥ 

⑦ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.226２ 

p.225１ 

筋道を立てて考えよう。 

 

①三角形の３つの角を一つに集めて調べた。 

①表に表して縦や横の変化を見る。 

②三角形の３つの角の大きさが 180°になることを基にして見つけた。 

②    ６…正六角形の棒の数 

     ５…5 本ずつ増える意味の５ 

(３０－１)…増える回数 

③６＋５×(ｘ－１)＝ｙ 

④ｙ＝６＋５×(１０１－１)＝５０６ 

⑤ １…正六角形の初めの 1 本 

  ５…5 本ずつ増える意味の５ 

３０…正六角形の数 

⑥１＋５×ｘ＝ｙ 

⑦ｙ＝１＋５×２００＝１００１ 



３８－２ ●算数卒業旅行（１／５） Ｐ２２８～Ｐ２３１ 

 
目標   ・中学校の数学の内容にふれることを通して、算数・数学に関する興味を広げる。（態度） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント        

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（３０分） 
→ワークシート 

 
 
３．（４５分） 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.228①の問題に取り組む。 
 
 
 
３．p.231②の問題に取り組む。 
 
 
 
 
 

中学校の数学を体験しよう。 

・負の数や作図の内容にふれ、これまでの学習を生かすことを通して、数学の世界の広がりを感じ

させましょう。 

・数直線の見方の広がりやコンパスを使った新しいかき方を体験させ、数学の楽しさを感じさせま

しょう。 



 
３８－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 

p.229① 

 

⑥ 

① 

② 

③ 

④－２…     －３… ⑤ 

p.231② ① ② 

③ 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
            略 

 
  
 
 

p.229① 

月  日( ) 時間目 名前 

中学校の数学を体験しよう。 

 

⑥略 

① 

② 

③ 

④－２…２小さい －３…3 小さい ⑤－２ 

p.231② ①ひし形 ②垂直に交わっている 

③ 

解答 



３９－１ ●算数卒業旅行（２／５） Ｐ２３２～Ｐ２３４ 

 
目標   ・他の国の算数に興味をもち、算数・数学に関する興味を広げる。（態度） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（２５分） 
→ワークシート 

 
 
３．（３５分） 
 →ワークシート 
 
 
４．（４５分） 
 →教科書を読み、 

話し合う。 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.232①の問題に取り組む。 
 
 
 
３．p.233②の問題に取り組む。 
 
 
 
３．p.234③の問題に取り組む。 
  声に出して、それぞれの言語で読んでみましょう。 
  １１と１２の読み方を見て、どんなことに気付きますか。 
  ・韓国語と中国語は日本語と同じように、「じゅう」と「いち」「に」

の組み合わせになっている。 
  ・ロシア語は、一の位を先に言っている。 
  ・英語の１１、１２の読み方の中には１、２も１０も入っていな

い。 
 
 

いろいろな国の算数の考え方を知ろう。 

・日本の算数の考え方と比べて違う点、共通している点を見つける活動を通して、それぞれのよさ

やおもしろさを感じさせましょう。 

・今自分が居住している算数の考え方と比較をすることでさらに見方・考え方が広がります。 



 
３９－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 

p.232① 

 

①国を２つ選んで、どのようなしかたをしているのか説明しよう。 

② 

p.231② 

国： 国： 

③国を１つ選んで、どのようなしかたをしているのか説明しよう。 

国：  



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.232① 

いろいろな国の算数の考え方を知ろう。 

 

①国を２つ選んで、どのようなしかたをしているのか説明しよう。 

②例         ひかれる数とひく数に同

じ数を足している。すると

差は変わらないという計

算のきまりを使っている。 

p.231② 

国：スウェーデン 

例 

１の上に１０を書いて

いるのは、繰り下げを表

してる。 

国：モンゴル 

例 

モンゴルは、繰り下がり

を・で表している。 

③国を１つ選んで、どのようなしかたをしているのか説明しよう。 

国：インド 

例 

商を上ではなく右に書

いている。余りの上のと

ころに線がない。 

720 円に 80 円た

して 800 円。800

円に 200 円たし

て 1000 円。だか

ら、280 円。 



３９－２ ●算数卒業旅行（３／５） Ｐ２３５～Ｐ２３７ 

 
目標   ・和算にふれることを通して、算数・数学に関する興味を広げる。（態度） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント     

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
 
３．（２５分） 
 →ワークシート 
 
４．（３５分） 
 →ワークシート 
 
５．（４５分） 
 →ワークシート 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.235①の問題に取り組む。 
 
 
 
３．p.236②の問題に取り組む。 
 
 
４．p.236③の問題に取り組む。 
 
 
５．p.237④の問題に取り組む。 

江戸時代の算数を体験しよう。 

・難しい問題も多いので、②～④は選択とし、どれかひとつに取り組んでみるとしてもよいでしょ

う。 

・実際の場面を思い浮かべながら取り組めるように支援しましょう。 



 
３９－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

p.236② 

月  日( ) 時間目 名前 

p.235① 

 

 

表をうめてから答えましょう。 

② 

③ 

p.236③  

①全部鶴のとき…   鶴９羽・亀１匹… 

④ 

p.237④  



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.236② 

p.235① 

江戸時代の算数を体験しよう。 

 

 

表をうめてから答えましょう。 

②2 本ずつ増える。 

③鶴 6 羽 亀４ひき 

p.236③  

①全部鶴のとき…20 本 鶴９羽・亀１匹…22 本 

④ 

p.237④ ① ② 



４０－１ ●算数卒業旅行（４／５） Ｐ２３８～Ｐ２３９ 

 
目標   ・クイズやパズルを通して、考える楽しさや算数のもつおもしろさにふれる。（態度） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
 
３．（３０分） 
 →ワークシート 
 
 
４．（４５分） 
 →ワークシート 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.238①の問題に取り組む。 
 
 
 
３．p.238②の問題に取り組む。 
 
 
 
３．p.239③の問題に取り組む。 
 
 
 

算数クイズやパズルを解こう。 

・これまで学習してきたことを生かしながら、楽しんで問題に取り組む中で数学的なものの見方や

考え方を広げましょう。 

・答えを知ることが目的ではなく、なぜそうなるのかをしっかりと考えさせるようにしましょう。 



 
４０－１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 

p.238① 

 

上のように分けた理由 

p.239③ 

     

p.238② ①   →   →   →    

①   →   →   →   → 

→   →   →   →    



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.238① 

算数クイズやパズルを解こう。 

 

上のように分けた理由 
例：Ｅは上から平面になっているので、図形を上からみたものと考え

る。木の位置・建物の高さを目印にすると、おおよその位置関係をつ

かめる。 

p.239③ 

D C E A B 

p.238② ① エ → ウ → ア → イ  

① ウ → イ → ア → エ → キ 

→ ク → ケ → オ → カ  



４０－２ ●算数卒業旅行（５／５） Ｐ２３９～Ｐ２４０ 

 
目標   ・クイズやパズルを通して、考える楽しさや算数のもつおもしろさにふれる。（態度） 

  
Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント      

  
 
  
 
Ⅲ 子どもにさせる数学的活動のポイント 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
 
３．（１５分） 
 →ワークシート 
 
 
４．（２５分） 
 →ワークシート 
 
５．（３５分） 
 →ワークシート 
 
６．（４５分） 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．p.239④の問題に取り組む。 
 
 
 
３．p.239⑤の問題に取り組む。 
 
 
 
４．p.240⑥の問題に取り組む。 
 
 
５．p.240⑦の問題に取り組む。 
 
 
６．p.240⑧の問題に取り組む。 

算数クイズやパズルを解こう。 

・楽しんで問題に取り組む中で数学的なものの見方や考え方を広げましょう。 
・⑥～⑧は選択問題として行わせるのもよいでしょう。 

・答えを知ることが目的ではなく、なぜそうなるのかをしっかりと考えさせるようにしましょう。 



 
４０－２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

p.240⑧ 

月  日( ) 時間目 名前 

p.239④ 

 

p.240⑥ 

p.239⑤ 

① 

たぬきは       
（理由） 

② 

どうしたら解けますか。 

p.240⑦ どうしたら解けますか。 

① ② 



 
 

めあて 

 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

月  日( ) 時間目 名前 解答 

p.240⑧ 

p.239④ 

算数クイズやパズルを解こう。 

 

p.240⑥ 

p.239⑤ 

① 

たぬきは うそつき  
（理由） 

② 

どうしたら解けますか。 

p.240⑦ どうしたら解けますか。 

① 7 試合 ② ４７試合 


